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令和３年第１回足寄町議会定例会議事録（第２号）
令和３年３月１６日（火曜日）

◎出席議員（１３名）

１番 多治見 亮 一 君 ２番 高 道 洋 子 君

３番 進 藤 晴 子 君 ４番 榊 原 深 雪 君

５番 田 利 正 文 君 ６番 熊 澤 芳 潔 君

７番 髙 橋 健 一 君 ８番 川 上 修 一 君

９番 髙 橋 秀 樹 君 １０番 二 川 靖 君

１１番 木 村 明 雄 君 １２番 井 脇 昌 美 君

１３番 吉 田 敏 男 君

◎欠席議員（０名）

◎法第１２１条の規定による説明のための出席者

足 寄 町 長 渡 辺 俊 一 君

足寄町教育委員会教育長 藤 代 和 昭 君

足寄町農業委員会会長 齋 藤 陽 敬 君

足寄町代表監査委員 川 村 浩 昭 君

◎足寄町長の委任を受けて説明のため出席した者

副 町 長 丸 山 晃 徳 君

総 務 課 長 松 野 孝 君

福 祉 課 長 保 多 紀 江 君

住 民 課 長 佐々木 雅 宏 君

経 済 課 長 村 田 善 映 君

建 設 課 長 増 田 徹 君

国民健康保険病院事務長 川 島 英 明 君

会 計 管 理 者 横 田 晋 一 君

消 防 課 長 大竹口 孝 幸 君

◎教育委員会教育長の委任を受けて説明のため出席した者

教 育 次 長 沼 田 聡 君

◎農業委員会会長の委任を受けて説明のため出席した者

農業委員会事務局長 上 田 利 浩 君

◎職務のため出席した議会事務局職員

事 務 局 長 櫻 井 保 志 君

事 務 局 次 長 野 田 誠 君

総 務 担 当 主 査 中 鉢 武 志 君
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◎議事日程

日程第 １ 一般質問＜Ｐ３～Ｐ３６＞
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午前１０時０８分 開議

◎ 開議宣告

○議長（吉田敏男君） 皆さん、おはようご

ざいます。

全員の出席でございます。

これから、本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおり

です。

◎ 議運結果報告

○議長（吉田敏男君） 議会運営委員会委員

長から、会議の結果の報告を願います。

議会運営委員会委員長 髙橋健一君。

○議会運営委員会委員長（髙橋健一君） ３

月１１日に開催されました、第１回定例会に

伴う議会運営委員会の協議の結果を報告いた

します。

本日３月１６日は、一般質問を行います。

以上で、報告を終わらせていただきます。

○議長（吉田敏男君） これにて、議会運営

委員会委員長の報告を終わります。

中継が復旧したそうです。

◎ 一般質問

○議長（吉田敏男君） 日程第１ 一般質問

を行います。

順番に発言を許します。

２番高道洋子君。

（２番高道洋子君 登壇）

○２番（高道洋子君） 議長のお許しを頂き

ましたので、一般質問通告書に基づきまして

一般質問をいたします。

件名、新型コロナワクチン接種体制の強化

について。

新型コロナウイルス感染症は、いまだ終息

の兆しが見えない状況が続いており、経済や

人々の生活、日常活動などに大きな影響をも

たらし続けております。

この感染症の恐ろしさは、今のところ特効

薬がないため、感染して発症した場合、特に

高齢者や基礎疾患のある方々は重症化につな

がる可能性が高く、最悪の場合、死に至らし

める感染症であるということです。

これから３月、４月にかけては人の往来も

増えることから、専門家からは今後第４波の

可能性も指摘されており、さらに今月５日ま

でに北海道でも、より感染力の強い変異株が

感染者から初めて検出されるなど、予断を許

さない状況にあります。

このような状況の中で、今注目されている

のが新型コロナウイルスワクチンです。

新型コロナウイルスによる感染拡大を食い

止めるための切り札として、アメリカ企業が

製造したワクチンの接種が、日本国内におい

てもまずは医療従事者に対する先行接種が２

月１７日からスタートしました。このワクチ

ン接種が新型コロナ感染症の終息へ向けた救

世主となるよう、心から期待するところであ

り、国民の願いでもあります。

円滑な体制を構築し、ワクチン接種に混乱

が生じないようスムーズに進めていくために

は、行政と医療機関などとの緊密な連携と住

民への分かりやすい説明、情報提供が不可欠

であると考えます。

そこで、次の点についてお伺いいたしま

す。

一つ、町内のワクチン接種対象者は何名

で、どのぐらいの方が接種すると想定してい

ますか。また、そのうち医療従事者、６５歳

以上の高齢者、基礎疾患を有する方など、そ

の他一般の方、それぞれ何名おりますか。

二つ、最新のワクチン接種の具体的なスケ

ジュールはどのようになっていますか。

三つ、町民への情報提供、周知方法はどの

ように行う予定でしょうか。

以上。

○議長（吉田敏男君） 答弁、渡辺町長。

○町長（渡辺俊一君） 高道議員の新型コロ

ナワクチン接種体制の強化についての一般質

問にお答えいたします。

１点目の接種対象者の人数等についてです

が、ワクチンの接種対象者は令和３年度末に

おいて１６歳以上となる住民で、５,９３４
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人となっており、そのうち約８０％の４,７

９０人が接種を受けるものと想定しておりま

す。また、接種見込者のうち６５歳以上の高

齢者を２,２５４人、基礎疾患を有する方の

人数を国の示す割合を乗じて約３４０人と推

計し、そのほかの方については約２,１９６

人と見込んでおります。なお、医療従事者に

つきましては、北海道が医療団体等と調整を

行い対応していることから、本町においては

詳細な人数の把握は行っておりませんので、

御理解願います。

２点目のワクチン接種の具体的なスケ

ジュールについては、現在、国では医療従事

者の優先接種に向けてワクチンを順次供給し

ているところですが、３月１２日に開催され

た厚労省の自治体向け説明会において、高齢

者の優先接種用のワクチンについては、４月

５日の週から出荷を開始し、６月末までに高

齢者が２回接種できる量を供給する見込みで

あることと、クーポン券については現時点で

は４月２３日頃までに対象者に配送する想定

との見通しを示しております。

北海道における高齢者の優先接種用のワク

チンについては、当面は道内の保健所設置市

等に限定して発送されることになっており、

４月２６日の週に出荷されるワクチンが北海

道内全市町村に配分される予定となっている

ことから、本町においては４月末までに配分

を受けることができるものと期待をしている

ところであります。

なお、本町に配分が見込まれるワクチンは

約５００人が２回接種することができる分量

であることから、まずは集団感染のリスクを

減少させるために高齢者施設等の入所者及び

従業者へ優先的に接種を行いたいと考えてお

り、ほかの高齢者の方につきましては、その

後のワクチン配分日及び配分量に応じて予約

受付を行う予定でありますが、詳細が不明な

ことから、町民の皆様に明確なスケジュール

等をお示しできない状況となっております。

３点目の町民への情報提供、周知方法につ

いては、予約受付や接種開始までの周知期間

などに応じて、足寄町ホームページ、自治会

回覧、新聞折り込みチラシ、クーポン券配布

とあわせての周知、郵便による周知文書の全

戸配布、防災行政無線等を活用し、効果的な

周知を行いたいと考えております。

今後も国や北海道など関係機関から正確な

情報の収集を行い、町民の皆様への情報の提

供に努めてまいりますので、御理解を賜りま

すようお願いを申し上げ、高道議員の一般質

問に対する答弁とさせていただきます。

○議長（吉田敏男君） 再質問を許します。

２番。

○２番（高道洋子君） 再質問を始めます前

に、十勝管内では帯広市をはじめ各他町村

が、今も続いておりますけれども、数多くの

クラスターが発生している中で、足寄町では

現在のところ１件もクラスターが発生させて

いないということで、町内の医療機関や従事

者、また福祉施設等の職員の皆様の日頃の感

染対策に対する並々ならぬ御努力と日々奮闘

されている皆さんに対し、心から感謝と敬意

を表すとともに、新型コロナ感染症が一日も

早く終息することを願いまして、再質問をさ

せていただきます。

まず最初に、初めに、コールセンターとい

うものが設置するようになっておりますけれ

ども、このコールセンターについて、いつ、

どこに、何名体制で、そしてコールセンター

の果たす役割について、まずお聞かせ願いた

いと思います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、福祉課長。

○福祉課長（保多紀江君） ただいまの御質

問にお答えいたします。

まず、コールセンターなのですけれども、

足寄町としましては、まだ予約が開始されて

いる状況にはないので、もう少し状況を見ま

して設置を始めていきたいなと思っていま

す。

コールセンターといいますか、相談窓口と

予約受付をコールセンターの役割として持ち

たいなと思っているのですけれども、役場の

福祉課内におきまして、今のところ３回線の
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専用回線を設置することで整備をいたしてお

ります。現状といたしましては、会計年度任

用職員を３名雇用しているのと、そのうち１

名は保健師の資格を持っております。そのほ

かに職員も対応いたしますので、現状として

は福祉課の保健推進担当の保健師と会計年度

任用職員ということで、五、六名体制では相

談とかを受け付けることは可能かなというふ

うに思っております。

また、予約受付のほかに相談業務といいま

しても、足寄町内での状況の確認された場合

とか、一般的なことはお受けできるのですけ

れども、専門的なことに関しましては北海道

のほうに御確認いただくというようなことに

なるかと思っております。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（高道洋子君） 分かりました。

３名の体制で、最終的には五、六名体制に

なるということでございます。役割は今の答

弁では、いろいろな相談事だとか、あと仕分

けとか、そういうことも入ってくるのではな

いかなという思いがありますが、他町村を見

ると、結構もうコールセンター立ち上げた

り、近隣町村もなっておりますので、同じ条

件の中でなるべく早くコールセンター、どう

せ立ち上げなければいけないので、立ち上げ

て、そしてワクチン接種の方も受ける前に多

分自分が果たして受けられるかどうかとか、

既存の疾患についてとか、そういう相談も多

分あるのではないかなというふうに思います

ので、なるべく早急に立ち上げて町民に知ら

せていただきたい、電話番号等ですね。それ

と、どういう役割だということも明記して、

知らせていただきたいなと思うところでござ

います。

２番目に行きたいと思います。

接種には本人の同意が必要というふうに

なっておりますが、例えば高齢者世帯、それ

から寝たきりの方、それから認知症の方など

自分で医療機関に出かけられない方や、障害

があってコールセンターに申込みが困難な方

などがたくさんいらっしゃると思うのですけ

れども、安心してワクチン接種が受けられる

よう、どのように配慮されておりますか。

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。

○福祉課長（保多紀江君） ただいまの御質

問にお答えいたします。

高齢世帯、認知の方、また寝たきりの方等

いらっしゃいますとは思いますけれども、ま

ずは御家族がいらっしゃる場合には御家族の

対応をお願いしたいと思っております。

そこで御自分で、御家族が対応できなくて

御自分でもできない方については、次はケア

マネジャーの方にまず御協力を頂きたいなと

いうふうに、今のところ考えております。

また、御自分で出かけられなくて受けられ

ない方というのもいらっしゃるのかなという

ふうには思いますけれども、介護サービスと

かを受けられている方については、例えば通

所先で例えばデイサービスで受けるとか、そ

ういうようなことも今医療機関の方と相談を

して、そういう場を設けていきたいなという

ふうに思っておりますので、御自分ができな

くてもそういう場を与えて医療機関の先生と

かの意思確認とかをしていただきながら、で

きるだけ接種機会を多くしていきたいなとい

うふうに思っております。

○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（高道洋子君） その場合、高齢者と

か９０代のおばあちゃん、おじいちゃん、家

族の方が５０、６０代の方が付き添って、例

えば来た場合、そのときには６５歳以上の方

は優先的にできるのですけれども、まだ６５

歳以下の方が付き添ってきた場合、その人た

ちが一緒に同時に、おじいちゃん、おばあ

ちゃん、高齢者、障害者の方と一緒に受けら

れるのかどうかをお聞きしたいと思います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、福祉課長。

○福祉課長（保多紀江君） ただいまの質問

にお答えいたします。

国のほうで今示しているのは、まずは優先

接種の枠の中での接種をするようにというこ

とになっております。あとは、例えば介護施
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設等に勤務されている方、障害施設等に勤務

されている方の従業者の優先接種は可能だと

いうことになっているのですけれども、それ

以外の方の一般の方の優先接種については、

今のところはまず高齢者とかの枠の中で接種

をするようにというふうな通知がされており

ます。ただ、予約を取っていく中で、キャン

セルが出たりとか、もしくは初めから廃棄が

見込まれてしまうような場合については、柔

軟な考えもできるようなことも北海道のほう

から案も示されてきておりまして、今後正式

な通知があるかと思いますけれども、そこら

辺は今後検討していかなければいけないかな

というふうに思っております。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（高道洋子君） では、基本的には健

康で一般接種者の方は受けられないという理

解でいいわけですね。

それでは、町内の各施設、先ほども答弁に

も触れておりましたけれども、各施設、特養

とかケアハウスとかむすびれっじ、障害者施

設等、何十人もいらっしゃるそういう施設で

の、そこでの接種はどのように考えていらっ

しゃいますか。お医者さんが出向くのか、輸

送するのか。

○議長（吉田敏男君） 答弁、福祉課長。

○福祉課長（保多紀江君） ただいまの御質

問ですが、高齢者施設等での接種の体制につ

いてですけれども、インフルエンザのワクチ

ンのときも、例えば特養でしたら国保の医師

が回診のときにあわせて接種をするなど出向

いて接種していただいているところなのです

けれども、今回におきましても各施設に各医

療機関から出向いていただいて接種をすると

いう方法を考えているところです。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（高道洋子君） 分かりました。

それでは、次行きます。

答弁書の中では、町民の皆様への明確なス

ケジュールが今のところ国の動きがあって、

なかなかお示しができないというふうな御答

弁でございました。

３つの病院で御協力を得てなさるというこ

とですけれども、国保病院では医療従事者へ

の接種のスケジュール等が現在では多分もう

できているのではないかと思うのですけれど

も、分かる範囲で結構ですがお聞かせ願いた

いと思います。

○議長（吉田敏男君） 病院事務長、答弁。

○国民健康保険病院事務長（川島英明君）

医療従事者向けのワクチンの接種ということ

でございます。十勝管内において、今月の５

日、５日の日に帯広市のほうに４箱、これが

届けられたということで、１箱９７５回分で

あります。先週からこの配分対象となった医

療機関での接種がスタートしたということに

なります。

今のところ、ワクチンの供給量、こちらが

ちょっと少ないということで、北海道のほう

から割当てに基づいて接種が今進められてい

るという状況にあります。

今後、第２弾が３月２２日の週と、２９日

の週にそれぞれ全国で２００箱ということ

で、こちらもちょっと少ないということで、

当初も３月の中旬ぐらいから地方の病院で打

てるような計画でありましたが、ちょっとそ

れがずれているということで、第３弾という

のが４月１２日の週と１９日の週、ここで全

国で１,２００箱、これが来ますので、恐ら

く５月の前半ぐらいまでには１人２回分の接

種に係る必要な量が確保できるのではないか

ということでありますので、国保病院では大

体４月の中旬ぐらいから接種を開始できるの

かなというふうに思っておりまして、現在そ

れに対する体制を整えているところでござい

ます。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（高道洋子君） まず医療機関の皆様

が大成功して、うまくスムーズにスケジュー

ルどおりになさることがまず最初でないかな

という思いがあるものですから、何とか成功
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させてスムーズにやれるふうにやっていただ

きたいなと思うわけでございます。

次に、町民の皆様、何もかも初めてでテレ

ビでただ見ているだけなもので、情報といっ

たらそういう段階でございますので、接種後

の副反応について大変心配しております。こ

の副反応というのは、私たち素人は痛かった

りかゆかったりぐらいかなというふうにしか

基礎知識として分かりませんけれども、副反

応の定義ですね、定義。どのように捉えてい

るのか、まずお伺いしたいと思います。副反

応の定義ですね。

○議長（吉田敏男君） 答弁、病院事務長。

○国民健康保険病院事務長（川島英明君）

厚労省で新型コロナワクチンについてのＱ＆

Ａというものが発出されておりまして、この

中で今回のコロナのワクチンに関しましては

ファイザー社のワクチンでは接種後に注射し

た部分の痛みですとか疲労、頭痛、筋肉や関

節の痛み、下痢、発熱等、こういった症状が

見られたり、あと重篤な場合はまれにアナ

フィラキシー、こちらが発生するということ

が報告されております。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（高道洋子君） 一番重篤なアナフィ

ラキシーですか、これについて、これが一番

自分、皆さんもただ蜂に刺されたらショック

があると、あれも一つのその症状なのだとい

う程度しか分からないのですけれども、過去

にアナフィラキシーの発症者ですね、どのく

らい過去に町内でいらっしゃるのか分かれば

教えていただきたいのですけれども。

○議長（吉田敏男君） 答弁、病院事務長。

○国民健康保険病院事務長（川島英明君）

アナフィラキシーショックということで、蜂

にも刺されてそのショック症状になったとい

う方で、正確な数字はつかんでいないのです

けれども、年間に四、五件はたしかあったは

ずなのですね。これは多分林業関係の方で、

重篤な部分はないのですけれ、中程度の、２

つ以上の症状が重なった定義ですかね、そち

らの定義でいくと、そういった方が五、六件

なのかな。四、五件というか、五、六件です

ね、がいたということです。

あと、予防接種のほうは恐らくアナフィラ

キシーというのは聞いたことがないのですけ

れども、何というのですかね、接種部の腫れ

だとか、痛みだとか、熱が出た方もいました

かね。そういったことで、予防接種について

はアナフィラキシーというのはなかったかな

と記憶しています。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（高道洋子君） それでは、今回は皆

さんかつて経験したことのないコロナワクチ

ンということで、アナフィラキシーにならな

いとも分からないと。全く今までなっていな

い人もなるやもしれないという不安が町民に

は、重症化するということなものですから

やっぱり心配なのですよね。そこで、万が一

ワクチン接種で重篤な、一般的な副作用でも

いいのですけれども、その副反応が出た場

合、会場で、その対処について、また国保病

院で申し訳ないのですけれども、国保病院で

はどういう対策を想定し練っているのでしょ

うか。

○議長（吉田敏男君） 答弁、病院事務長。

○国民健康保険病院事務長（川島英明君）

国保病院での対策ということでございます。

コロナワクチン接種ということで、今回は

足寄町では３つの医療機関で個別接種を行わ

れるということになります。当院の状況です

が、以前薬剤師にお聞きしたときに、このア

ナフィラキシーですか、こちらの症状が出た

場合、対処するためには昇圧剤ですとか、ア

ドレナリンというのですかね、そういったも

のの医薬品、これが病院には用意されていま

すということと、あと医療機器が国保病院に

はございますので、そういった意味でいく

と、個別接種ということで集団でどこかに

行って受けるよりは、ドクターもいますので

安心なのかなというふうに思っております。

以上です。
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○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（高道洋子君） 今回はほかの町村で

は大きな体育館とか、集団接種ということも

考えているようですけれども、今回は３つの

病院の中で接種されますので、御協力を得て

されますので、副作用もすぐ対応できるので

はないかなという安心感はあるのですけれど

も、でも何といいましても前代未聞の初めて

のことなので、どんな副作用があるか、やっ

ぱり町民が心配しているところでございま

す。

次に参りたいと思います。

このたびは、件名が新型コロナワクチン接

種体制の強化、強化についてということで質

問するわけでございますが、今回３名です

か、３名の職員だけで予約とか専門的な問合

せ等をなっておりますけれども、例えば足寄

は役場の中ですね。また、各現場にあって、

医療機関の現場では、通常の診療をこなしな

がら長期間にわたる、いつまでかかるか、一

応国では来年の２月までというふうになって

おりますけれども、でも大幅に遅れているも

のですから、これが２月、３月、ずっとどの

ぐらいかかるか分かりませんけれども、終了

するまで長期にわたると思うのです。この接

種業務を長期にわたり各病院は接種をこなさ

なければいけない、進めていかなければいけ

ない。それだけやるわけではなくて、通常業

務をやりながら、一般の人の外来、入院患

者、それを対応しながらでございますので、

大変な作業でないかなと想定されるわけで

す。

そこで、私なりに考えてみたのですけれど

も、具体的に例えば医者や看護師でなくても

できる役割、例えば接種を受ける人が来まし

た。もちろん間隔を取ってしなければいけな

いのですけれども、多分最初に受付があるの

ではないかと。そして受付があって案内係

が、大きな病院になると、こっちへ来てくだ

さいとか案内係が必要になってくる。それか

ら予診票の確認作業ですね。予診票の、先に

予診があってお医者さんから接種受けられま

すよ、受けられませんという、本人とのやり

取りの中でそれがある。それから、接種後の

副反応の監視役というのかしら。接種した

後、１５分から２０分、そこの場所にいなけ

ればいけない。それが何人も、１人ずつでは

ないものですから、それを監視、どういう反

応が出た、熱が出た、先ほどの症状が出たと

か、そういう監視役も必要になってくるかな

と。それからもう一つはシステムへの入力作

業、人数を確認システムが導入されるように

なるとも聞いておりますけれども、余分な仕

事として、余分な仕事というか、日本全国で

統一的にあれするためですね、カウントする

ために、そういうのが必要になるということ

も聞いておりますけれども、こういう人的支

援が絶対必要になってくると、今以上に思う

わけです。この人的支援の強化ということ

で、医療現場に対して、これは国のコロナ対

策の交付金等も活用できる、当然活用できる

のではないかと思うわけで、この現場を混乱

を生じさせないためにも、それぞれの医療機

関に対する人的支援をぜひともお願いしたい

なと、想定されるものですから思うわけで

す。

これは本当に医師とか看護師の資格なくて

も、一般人ができることだし、それから役場

職員が災害ボランティアのときに代わりばん

こ、各課の方が代表して何人かずつ応援に

行った話も聞いたことありますけれども、そ

ういうことも可能だし、またその人的配置の

コロナ対策交付金があるのならば、一般町民

から募ったってそれは誰でもできることだと

思うのですよ。そういうことに対する、人的

体制強化ですね、それないと長いことやって

いく中で、いろいろと医療機関も大変でない

かなと思うものですから、町長、どのように

思うでしょうか。

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。

○福祉課長（保多紀江君） ただいまの高道

議員からの人的支援、人的強化ということの

御提案ですけれども、医療機関のほうでは確

かに通常の業務にあわせて接種をしていただ
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くということで、非常にその期間厳しい労働

といいますか、体制なのかなというふうに考

えておりまして、現在のコロナのワクチンの

接種体制の交付金というのがございまして、

今足寄町で受付業務をするとか、そういう体

制整備につきましてもその交付金を使って、

ごめんなさい、補助金ですね。補助金を使っ

て整備をしているのですけれども、今おっ

しゃったように、受付業務とかデータ入力と

かが業務が増えるということもございまし

て、医療機関への協力金を支払うということ

で予定をしておりまして、今後新年度予算の

追加の中で、補正の中で予算を計上していき

たいというふうに考えているところです。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（高道洋子君） 分かりました。それ

は協力金、幾らだか分かりませんけれども、

とにかくそういう人的強化をやっていけると

いうことで、各病院に補助金、助成金です

か、予算化されるということで、それは大変

いいことだと思いますのでよろしくお願いし

たいと、ぜひともよろしくお願いしたいと思

います。

次に、新型コロナワクチン、実施計画の策

定についてお伺いしたいと思います。

このたびのワクチンの接種事業はいまだか

つてない長期間にわたる、全町民を対象とし

た一大事業であることには間違いありませ

ん。しかも３つの医療機関の協力の下で実施

しますので、その３つの機関というのはいろ

いろな立場も違うし、人的配置、構成も違う

し、それから経営方針も違うし、みんなそれ

ぞれ違うわけでございます。今後、長期間に

わたるものですから、実施計画がしっかりし

ていないと、しっかりつくっておかないと、

やはりいろいろなところで誤解やらいろいろ

な、何というのかしら、違うような面も出て

こないとも限らないということもあって、失

敗なく事業が成功するように、新型コロナワ

クチン実施計画を策定することが、私は絶対

重要でないかなと思うわけです。一つの病院

でそれを完結するならそうでもないのかもし

れませんけれども、やはりいろいろな立場の

違う、そういう方たちに協力していただくた

めにも、それは協議は毎度毎度打合せはして

いるとは思いますけれども、それだけの協議

だけのそういう協定というか約束ではなく、

きちんとしたこれに備えての実施計画書、そ

れが絶対必要でないか、重要でないかなとい

うことも考えるのですけれども、それについ

ての検討はされているのかどうかお伺いしま

す。

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。

○福祉課長（保多紀江君） ただいまの予防

接種の実施計画についてですけれども、当町

はまだ策定をしていないのですけれども、ほ

かの町村におきましても概略的なものから細

かいものまでいろいろ作成されているところ

があるようです。今、議員おっしゃるよう

に、３つの医療機関に協力いただいてやると

いう意味では、皆さんが共通してやらなけれ

ばいけないこととか、そのようなことも考え

ながら今後中身を検討して、あとまた医療機

関の方にも御確認をしていただきながら策定

をしていきたいというふうに考えておりま

す。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（高道洋子君） 分かりました。

やはりお互いに共通した計画書というのが

やっぱり必要でないかなと思う、もちろん考

えていらっしゃると思いますけれども、よろ

しくお願いしたいと思います。

次に行きます。

ワクチン接種を希望する町民に、確実に希

望者につつがなく接種していただくために、

移動手段のない高齢者とか障害者、親戚もい

ません、それから施設にも入っていません、

だけれども独居で足がありません。しかも足

に、膝に障害があって、なかなかバス停まで

歩くのも大変だと。そういう方に対して、タ

クシーチケットとか、それから送迎バスなど

を活用することの検討はされているかどうか



― 10 ―

お伺いしたいと思います。特にタクシーの活

用はコロナ禍の中で本当にみんなそれぞれ大

変なのですけれども、地元経済の活性化にも

つながるということで、ぜひとも検討してい

ただきたいと思うわけでございます。もちろ

んこれはコロナワクチンの交付金の活用等も

できるのではないかなと思うわけですけれど

も、そういう検討はなされているかどうかお

伺いします。

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。

○福祉課長（保多紀江君） 移動手段につい

ての御質問ですけれども、まずは高齢の方に

おきましても今現状あります患者輸送バスと

か、あしバスとか、あとは高齢者の１００円

タクシーなどをまず御利用いただきたいなと

いうふうに思っております。また、あとは家

族の送迎ですね。それ以外の場合におきまし

ては、ストレッチャーとか車椅子が必要な方

の受診については、今までも足寄町社会福祉

協議会の移動サービス等の御協力を頂いて受

診等をされていると思いますので、今までの

既存のサービスを利用されたほかで、それで

もなおかつやっぱり受診ができない方という

方もいらっしゃると思いますので、今のとこ

ろタクシーを、市街地ではなくて郊外といい

ますか、各地域のほうに運行することを考え

ておりますけれども、どうしても患者輸送バ

スとかで受診できない方に関しては患者輸送

バスの経路と申しますか、各方面にタクシー

を乗り合いで走らせるようなことで補正予算

のほうに今後予算を計上する予定でおりま

す。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（高道洋子君） どうかよろしく、特

に遠方の方とか、近間であっても多分患者輸

送車とかそういうのに漏れる人って絶対いる

のです。病院に定期的に行っていない人と

か、膝を抱えて自分でじっと我慢している人

とか、病院行くまでもないなという人たちは

必ずいるわけで、そういう細かいチェックを

ぜひともやって、乗合タクシー、乗合バス等

の活用を予算化していただきたいと思うわけ

でございます。

次に行きたいと思います。

ワクチンの接種当日、先ほどにも福祉課長

のほうからもちらっとありましたけれども、

必ずキャンセルの人っていると思います。今

日は例えば３０人の予定で３０人分のワクチ

ンを用意したと、だけれどもキャンセル、朝

になってちょっと熱が出たとか、ちょっとけ

がしたとか、ちょっと体調崩したとか、そう

いう朝になって当日になってキャンセルの人

がもう絶対いると思うのですけれども、その

中で、それからその問診の中で、お医者さん

に来たのだけれども問診の中で接種ができな

いですよと判断された場合の対応ですね。そ

ういう人の対応ですが、そのときは付き添っ

てきた人に打つようになるかもしれないとい

う、先ほど福祉課長からもありましたけれど

も、何としてもワクチンが限られているもの

ですから、このワクチンの廃棄、廃棄があっ

ては決してならないと思うのですね、もった

いないですし。ですから、その廃棄を防止す

るためにも、例えばさっと探しても電話して

もすぐ次の人が来れるものでもないので、そ

ういうときの感染リスクの高い業務ですね、

そういう高い業務についている町職員とかに

接種してもらうとか、こういうときにはこう

いう人にという、また介護なさっている方と

か、それから家庭をいつも訪問しているヘル

パーさんとか、いろいろいらっしゃるわけで

すけれども、そういう具体的な検討をしてい

ただきたいと思う、廃棄しないためにね。そ

こら辺はどうでしょうか、ロスというか。

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。

○福祉課長（保多紀江君） 当日のキャンセ

ルとか、当日の体調により接種できなかった

場合に出てしまった余剰の分についての対応

なのですけれども、議員おっしゃるとおり、

在宅介護を担っていただいているような介護

職員の方とかいらっしゃいまして、国のほう

でも在宅介護サービスを提供している従事者

については優先接種などの対象としてもいい
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というようなことも言われておりますので、

施設は集団で打っていただきますけれども、

それ以外のヘルパーさんとか、例えばデイ

サービスの職員とか、あとケアマネさんにつ

きましては、当日のキャンセル等が出た場合

に、業務のもしちょっと抜けてこれるような

時間がありましたら、そういう方に接種をし

ていただいて廃棄分をなくすように対応をし

たいと思っています。

また、例えば国保病院でしたら入院してい

る患者さんに打つとか、そのようなことも考

えております。そういう方が終わりました

ら、次は例えば保育所でお子さんを見ている

保育士とか、取りあえず集団感染をまず防止

するような場所の方から打てればいいなとい

うふうに今のところ考えているところです。

○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（高道洋子君） そうですね。本当に

具体的にこの場合は誰、この場合は誰という

ふうにある程度の相手にも知らせておかなく

てはいけないこともありますし、どうかワク

チンの廃棄がないようによろしく、具体的で

細やかな対策を練っていただきたいと思うわ

けでございます。

近隣町村で酪農家１００％、ほぼ１００％

農家、酪農家さんのいる町がありますけれど

も、そういうところでは獣医さんが医療従事

者の中に入れてくれないかと、優先順位に入

れてくれないかと。というのは、個別で獣医

さんは農家へ、要望があればすぐ行かなけれ

ばいけないということで、接触する機会が介

護士さんとかヘルパーさん同様あるわけで、

そういう方からの要望がありましたというこ

ともお聞きしております。足寄町ではそんな

要望などありますか。

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。

○福祉課長（保多紀江君） ただいまの獣医

師の要望の関係ですけれども、当町において

は要望を今のところ受けているということは

ございません。

○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（高道洋子君） 次に、ファイザー製

のワクチンですけれども、マイナス７５度対

応の冷凍庫が必要と聞いております。足寄町

ではまず確認ですけれども、どこに設置され

ていつ頃、もう入ってきているのですかね、

それともこれからなのでしょうか、お伺いし

ます。

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。

○福祉課長（保多紀江君） マイナス７０度

のディープフリーザーといいますけれども、

こちらにつきましては当町におきましては１

台配付されるということで、国保病院に設置

するということで協議を行っております。

また、配置が今日、本日届くというような

情報になっております。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（高道洋子君） 先日、テレビです

か、報道機関から冷凍庫の火災が生じまして

約１,０００人分の、１,０００回分ですか、

だから５００人のワクチンが廃棄になったと

いうニュースを見て、私たちも啞然としたわ

けでございますが、何か原因はタコ足配線と

も聞いております。それが原因だったという

ことを聞いておりますけれども、現在国保病

院で今日入ってくるということで、設置を予

定している町立病院の場所、コンセントの確

保とか、問題はないのか確認したいと思いま

す。

○議長（吉田敏男君） 病院事務長、答弁。

○国民健康保険病院事務長（川島英明君）

問題がないのかということで、病院の中、薬

局のスペースに設置をするということで院内

で協議が整っております。そこは、そのス

ペースにはコンセントが２つありまして、無

停電装置が、停電時、無停電装置が働いて自

家発電に切り替わるという、そういうコンセ

ント、単独のコンセントがありますので、そ

こを利用するということで、今言ったような

タコ足配線だとか、そういった火災だとかの

おそれについては心配されないのかなという

ふうに考えてございます。

以上です。
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○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（高道洋子君） 大変安心いたしまし

た。本当に事故がないようによろしくお願い

したいと思います。

次に、町民への周知方法について伺いたい

と思います。

先ほど封書で全戸に郵送するということが

御答弁の中にございました。私もそうですけ

れども、郵送されてきたものというのは、や

やもすると何かのところに挟み込んでなかな

か見当たらない、投げてはいないのだけれど

も見当たらないとか、そういうことがあるわ

けです、多々あるわけです。このたびは誰

が、提案なのですけれども、誰が見ても分か

るよう、また最低１年間は家の壁に貼っても

らえるようなカラーで厚紙で大きな字で、そ

してそこにはスケジュールやら副反応のこと

やら、それからその他注意事項が記入され

た、そういう１枚ものの厚手のそういうカ

ラーものを、そして家のどこか分かるところ

に、ワクチンが終わるまで貼っておけるよう

な、家族もみんな見れるような、そういうこ

とのほうがありがたいかなというふうに、目

立つように、それを各戸に配付していただい

たらありがたいなと思うのですけれども、そ

ういう考えについていかがでしょうか。

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。

○福祉課長（保多紀江君） 家の中に貼る、

何か分かりやすいポスターといいますか、そ

ういうようなものを配布してはというような

御提案なのですけれども、今のところ考えて

おりますのは個別に必要なことを書いた紙を

お送りすることと、あとは接種する日程が各

自、予約いただいて、その３週間後にもう一

回打つということで、それぞれの日程という

のは変わりますので、接種をする日程を書い

たものを、予約を頂いた後に個別に御本人宛

てにお送りをすることを考えておりまして、

全体的なスケジュールというのではなくて、

その方が見てすぐ分かる、何月何日と何月何

日と分かるようなものを送付するということ

を今のところ考えております。

○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（高道洋子君） 分かりました。

なかなか紙が失ったり、なくなったりいろ

いろ、そういう人は多分貼るのでしょうけれ

ども、そういうことも心配して質問したわけ

でございます。そういうことであれば、また

何か弊害があればまた検討していただきたい

ということでございます。

次に、休日、夜間の接種の考え方につい

て、今後どのように検討していらっしゃるか

をお聞きしたいと思います。

今はもうほとんどが共働きで若い人もみん

な職場に出ていたり、いろいろあるわけでご

ざいますが、土日診療ですね、接種、そこら

辺はどのようにお話合いをなさっておられる

のかお聞きしたいと思います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、福祉課長。

○福祉課長（保多紀江君） 働いている方に

関しましては、なかなか平日の昼間の時間が

取れないということがあるとは思いますけれ

ども、医療体制のほうも長期に接種がわたる

ということで、土日に、お休みの日に働いて

いただくとそれだけ医療機関の方にも負担が

かかるのかなというふうに考えておりまし

て、今現在は平日での接種を考えておりま

す。ただ、町内の医療機関におきましては、

夜間診療と、あと土曜日に診療を行っていた

だいている医療機関がございますので、もし

希望される方がいらっしゃれば、そちらの医

療機関を選択していただくというようなこと

もできるのかなというふうに思っております

ので、今後医療機関の、３医療機関との協議

の場におきましては、そちらでの接種につい

ても協力をお願いしていきたいなというふう

に思います。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（高道洋子君） ちょっと私も分から

ないところなのですけれども、基本的にはも

し自分が受けるとなると、接種したいとなる

と、町のほうで割り振りされるのか、それと

も自分のかかりつけ医者のところを希望すれ
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ばそこへ行けるのか、もしくはかかりつけ医

者もない場合というか、健康でここ１年間も

う病院に行っていない人も結構いるわけで、

そういう人たちはどうなるのか。基本的にど

ういうふうに割り振りなさるのでしょうか。

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。

○福祉課長（保多紀江君） ワクチンの接種

場所についての御質問ですけれども、３医療

機関で一日のうちに各医療機関で接種をして

いただける可能な上限の人数というのがあり

ますので、各医療機関におきまして何時から

何時だったら何人というような設定をこれか

ら調整をしていくことになります。ワクチン

の配分量に応じまして、一日に何人まで予約

を受けて対応していけるのかというのが今後

変わってくると思いますので、まだ明確な１

時間に何人打てるとかということはまだ決め

てはいないのですけれども、今後各医療機関

で、例えば９時から１０時に５人ですという

ふうになれば、電話で予約を受け付ける際に

まずはかかりつけ医で御希望の医療機関がど

ちらかをお伺いして、あとは日程を希望の日

時をお伺いして、それで空いていればその時

間に御希望のかかりつけ医のところで接種を

受けていただくことが可能となります。た

だ、この日でなければだめというのであれ

ば、ほかの医療機関を選択していただいたり

ということも調整をさせていただくという

か、本人に御了解を頂いて、この日だったら

空いていないのでほかの医療機関でもよろし

いでしょうかということで、それで了解を頂

ければそちらの医療機関への予約というふう

になると思います。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（高道洋子君） 分かりました。基本

的には本人が希望するところ可能ということ

でよろしいですね。

あと、来年の２月までが国の予算でという

ふうに聞いております。いろいろな関係で受

けたくても受けられなかった人やら、気持ち

がその後前向きに受けることに切り替えた人

やらということで、２月以降、それは分かる

かどうか分からないのですけれども、国の予

算がどうなのでしょうね。２月以降は自分の

自費で受けるようになるのでしょうか。２月

が３月、４月になるかもしれませんけれど

も。

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。

○福祉課長（保多紀江君） 個人負担がいつ

までただでできるかというようなお話かと思

うのですけれども、今国のほうで費用負担に

ついて言ってきているのが、９月分、今年の

９月分までについての費用負担のことについ

ては明確な提示がございます。ただ、１０月

以降については今後調査が行われるというこ

とになっておりまして、今のところ国の接種

期間は来年の２月２８日までと示されており

ますけれども、このワクチンの配分状況が遅

れているということを考えれば、もしかした

らその部分も延期になって経費も対象になる

とか、御本人の負担が変わるかもしれないと

かということが出てくるかもしれませんが、

今のところはちょっと明確に分かりませんの

で、御理解いただきたいと思います。

○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（高道洋子君） まだ、国の動きが分

からない段階ですので、またいつ完了するか

もまだ分からない段階ですので、多分分から

ないかなとは思っております。でも、なるべ

く早く予算が配分されているうちに、なるべ

く早く完了させるためにも、そういう希望者

が速やかにワクチンを受けられる環境づくり

を町としてもぜひやってほしいなと思うとこ

ろです。

昨日も北見の例が新聞にも、今朝の道新に

も出ていましたし、テレビにも出ておりまし

たけれども、デモンストレーションですね。

模擬訓練、やっているところはもう３万人対

象とか、そういう人数も全然足寄とは違うの

ですけれども、そこで言っていたことは、新

聞によると、やはり１人の時間が思ったより

長かったということやら、それから問診、予

診票ですか、それが字が小さくてなかなか大
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変だったとかということが新聞に載っており

ましたけれども、この模擬訓練について検討

されている予定があるのかどうかをお伺いし

ます。

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。

○福祉課長（保多紀江君） ただいまの御質

問なのですけれども、模擬訓練をやってい

らっしゃるところというのは集団接種を想定

しているところかなというふうに思います。

一つの会場にたくさんの方に集まっていただ

いてという集団接種だと思うのですけれど

も、当町におきましては医療機関で個別接種

を予定しておりますので、町が行う模擬訓練

というのは想定しておりませんけれども、今

後医療機関の方と相談しながら、必要であれ

ばそのようなことも検討していきたいなとい

うふうに思います。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（高道洋子君） 分かりました。私か

らはほぼ全部質問させていただきました。

最後に町長にこの大成功させるため、安

心・安全な、そして希望者がみんながスムー

ズに接種完了できるよう環境づくりに向けて

の町長の御意見を最後にお聞きしたいと思い

ます。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） お答えをいたしま

す。

今いろいろとコロナワクチンの接種につい

て、いろいろお話ございました。

本当にコロナの感染が確認されてから１年

以上がたつというような状況の中で、本当に

この１年間ずっとコロナウイルスの感染の拡

大だとかといったところで、非常に町民の方

たち、国民全部がいろいろな制約の中で制限

をされて自由になかなか行動できないという

ようなことがあって、やっとそういった意味

では収束に向けての切り札と言われているワ

クチン接種が始まったということで、少し明

るい兆しが見えてきたのかなというように

思っているところであります。

そういった意味で、このワクチンを多くの

人たちが受けていただいて、そういう中で集

団免疫ができてコロナ感染が終息をしていく

ということがやはりこれから町民の方も、そ

れから国民の方も皆さん望まれていることな

のかなというように思っています。そういっ

たことで、いろいろと初めてやるコロナワク

チンの接種でありますから、そういった意味

でいろいろな不安だとか、それからどうなの

かといったところがなかなか分からない部分

もいっぱいあるのかなというように思ってい

のす。そういった意味で、なるべく分かりや

すく町民の皆さんにお知らせをしながら、自

分はどこでワクチンを接種するのかなといっ

たところがきちんと分かるようにしていかな

ければならないのかなというように思ってい

るところであります。そのことによって、町

民の皆さんが安心して暮らすことができる、

そういうことにつながっていくのかなという

ように思っていますので、今いろいろとお話

ございましたけれども、まだまだいろいろな

問題が出てくる、課題が出てくるのではない

かなというように思っていますけれども、そ

ういったところ一つ一つ解決しながら、皆さ

んに安心してワクチンを接種していただける

ような、そういう体制をつくっていかなけれ

ばならないと考えているところであります。

本当にこれから、国からの情報がなかなか

来ないといった部分で、情報が入ってきてか

ら接種までの期間、もしかしたらすごく時間

的に短くなる可能性もあるのですけれども、

そういった部分でも町民の皆さんもやっぱり

ぜひそのことについて、ワクチンの関係につ

いてもやっぱり関心を持っていただいて自分

のこととしてやっぱりきちんと捉えていただ

く、多分捉えていただけると思っております

けれども、捉えていただいて、そこの部分に

ついてはぜひ、何というのかな、注意深く町

からいろいろなことを発信させていただきま

すので、注意深く見ていていだたきたいなと

思っています。決して封筒が来たからといっ

て、どこかに紛れてどこ行ったかなとか分か
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らないというようなことではなくて、町民の

皆さんにも来たらきちんとすぐ封を開けて中

身をきちんと確認していただくというような

ことがやっぱり必要なのかなというように

思っておりますので、そういうこともお願い

をしながら町としても一生懸命頑張っていき

たいなというように思っているところであり

ます。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（高道洋子君） 以上で質問を終わら

せていただきたいと思います。

これからもいろいろと試行錯誤、またそれ

を繰り返しながら、３つの医療機関と協力し

合いながら連携取りながら進むと思いますけ

れども、何とか町民の接種環境、また希望す

る町民が安全で無事故でみんなが気持ちよく

接種できるように、そういう環境づくりを最

後に要望いたしまして終わりたいと思いま

す。ありがとうございました。

○議長（吉田敏男君） これにて、２番高道

洋子君の一般質問を終えます。

ここで暫時休憩をいたします。

１１時半再開といたします。

午前１１時１７分 休憩

午前１１時３０分 再開

○議長（吉田敏男君） 休憩を閉じ、会議を

再開をいたします。

次に、５番田利正文君。

（５番田利正文君 登壇）

○５番（田利正文君） 通告に基づき、一般

質問を行います。

質問事項は２つです。

一つ目、子育て世代が安心して医療が受け

られるために。

高すぎる国民健康保険税は加入者の大変な

負担となっています。特に、一人一人に係る

均等割があるため、子育て中の家庭など世帯

人数が多いほど負担が大きくなります。政府

は、令和４年４月から未就学児の均等割負担

を軽減する方針です。これは全国知事会や町

村会等の要望が実ったものです。

以下の点について伺います。

一つ、令和４年まで待たずに３年度中に、

町独自の施策として実施できないか。

２、新型コロナウイルス感染症対応地方創

生臨時交付金を使って、子育て世代の国保税

軽減に活用すべきと思うがいかがか。

三つ目、令和４年度以降の軽減は地方負担

分は２分の１（町負担分は４分の１）、これ

を国の負担に、対象を未就学児以外も含める

ように国に求めていくべきと思うがいかが

か。

○議長（吉田敏男君） 答弁、渡辺町長。

○町長（渡辺俊一君） 田利議員の子育て世

代が安心して医療が受けられるためにの一般

質問にお答えいたします。

１点目の令和３年度中に町独自の施策とし

て国保税の均等割軽減を実施できないかとの

御質問でございますが、令和３年度は新型コ

ロナウイルス感染症の感染拡大の影響で、農

業をはじめとする事業所得者の所得の落ち込

みが懸念され、税収の不足分は被保険者の負

担が増えないよう基金の取崩しにより対応す

ることとしております。また、一般会計から

の繰入れは赤字補塡とみなされ、赤字解消計

画の策定、保険者努力の不足というマイナス

評価を受け、北海道からの交付金の減収等の

影響もあるため、交付金収入に影響を与えな

い基金繰入れを活用して保険事業運営を行い

たいと考えており、一定額の基金の確保をし

ながら今後の事業運営に努めるためにも、財

政的な負担増となる町独自の均等割軽減の実

施は困難と考えております。

２点目の新型コロナウイルス感染症対応地

方創生臨時交付金を活用しての子育て世代の

国保税軽減についてですが、本交付金はコロ

ナ禍における特例的な交付金で、感染拡大の

防止、雇用の維持、事業の継続や経済活動の

回復といった取組に対して交付されるもの

で、国民健康保険税の負担軽減の財源とする

ことはその趣旨にそぐわないものと考えてお

ります。

３点目の令和４年度以降の軽減に国の負担
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と、対象を未就学児童以外も含めることを国

に求めることについてですが、本町では国や

道への政策要望、政党等の政策懇談会におい

て、国民健康保険財政安定化を図る制度の見

直しを求め、継続して政策要望を行ってきた

ところであります。

また、子育て支援施策は近年の少子化を反

映した施策であり、本来国の責務として実施

するものとして国や北海道に対して要望して

きたところでもあります。

今後、国の制度が明らかになれば、その内

容を検討し、必要があれば様々な機会を通じ

て要望してまいりたいと考えておりますの

で、何とぞ御理解賜りますようお願い申し上

げ、田利議員の一般質問に対する答弁とさせ

ていただきます。

○議長（吉田敏男君） 再質問を許します。

５番。

○５番（田利正文君） ここで一つお聞きし

たいのですけれども、未就学児のいる世帯と

いうのは何世帯ぐらいあるのか。それから、

未就学児の人数ですね、何人ぐらいいるか。

それともう一つは、今私が提案した前倒し

で町単独でやる場合に、どのぐらいの経費が

必要かということなのですけれども、未就学

児掛ける均等割というのは単純にはいかない

ですね。そこのところで幾らぐらい必要なの

か、ちょっと分かれば教えてほしいと思いま

す。

○議長（吉田敏男君） 住民課長、答弁。

○住民課長（佐々木雅宏君） まず１点目、

未就学児を抱える世帯についてなのですけれ

ども、私のほうではちょっとそこまで資料を

用意してございませんで、子供の数について

は把握してございます。未就学児のいる世

帯、町全体としては３００人、６歳までの人

数ということで３００人ですね。そのうち、

国民健康保険に加入している世帯の子供とい

うのは８３人ということになります。

あと、例えば未就学児まで均等割の軽減を

実施した場合の国民健康保険の税収に対する

影響額という部分では、ざっとした概算です

けれども１２０万円ほど減収となるというふ

うに見込まれてございます。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ５番。

○５番（田利正文君） 国保加入の未就学児

が８３名、そのうち法定減免されている、全

部差っ引いてというか、引いた上で掛けると

１２０万円の費用が必要だというふうに理解

していいのですね。

今、お聞きしたのですが、大した額ではな

いのですね、正直なところ。これを何とかで

きないかというのが私の思いなのです。

改めて町長のほうから何とか検討できない

かと。１２０万円という額についてどんなも

のでしょうか。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） 金額的には１２０万

円ぐらいのというようなことで、今住民課長

のほうからお話ありましたけれども、やはり

先ほども申し上げましたように、財政的には

国保会計の財政的にはやはり大変厳しい状況

なのかなというように思っておりまして、今

後においてもやはり国がやっていただけると

いうことに今後なっていくわけでありますけ

れども、そういったものを待ちながらやって

いくべきなのかなというように思っていると

ころであります。

全体的には、今後町として独自にやってい

くというのはなかなかやっぱり難しいのかな

というように考えておりまして、やはり国な

り、国の制度でやはりやっていくべきものな

のかなというように考えているところであり

ます。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ５番。

○５番（田利正文君） 町長の答弁で、一般

会計からの繰入は赤字補塡とみなされ、赤字

解消計画の策定、努力不足とマイナスの評価

を受けるとありますが、自治体名は出さない

ですけれども、十勝管内でこれは一般会計か

ら繰り入れているのかどうかちょっと分かり

ませんが、８９０万円だとか４２５万８,０
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００円だとか、あるいは２,０００万円だと

かというのをつぎ込んでいるのだけれども、

それはまだいまだに５年で解消しなさいと言

われているようですけれども、まだ解消し切

れないで残っているところもあるのですね。

そんなところもあるところを見ると、可能な

のかなという思いがしたものですから、あえ

てそんな話をさせてもらいました。

それから２つ目ですけれども、国は未就学

児の均等割額の５０％を軽減すると。対象児

童数は約７０万人。必要財源は９０億円とい

うふうに言っています。７５歳以上の高齢者

の一部負担を２割に引き上げると、それに

よって生じた財源をその９０億円に充てると

いうふうに言われています。全国的な対応は

そんな全体像なのですけれども、足寄町とし

て新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨

時交付金、これを使うことができるというふ

うに私は聞いているのですけれども、できる

のであればいろいろな手を、工夫を使ってで

もというか、何というのですか、手を使って

でも、いろいろな壁があるのかもしれません

けれども乗り越えてでも使ってもいいのでは

ないかという気がするのですが、その辺はど

うなのでしょうか。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） 財政的な部分でいけ

ば、先ほど申し上げましたように、一般会計

からの繰入れをしているところもありますけ

れども、一般会計を繰入れするということで

一般会計からお金が出て、そして今度は国保

会計のほうでいけば次の年に、今度はその一

般会計から繰り入れた分、これの部分が全額

ではないのかもしれないですけれども、今度

は道からの交付金で減らされていくというこ

とで、ある意味法定外で繰入れをするとダブ

ルパンチで町の財政に響いてくるという部分

がありますので、もちろん今までやってきて

例えば基金がないだとかという会計の中でい

くと、どうしても町からの繰入れがなければ

という、そういったところもあるのかなとい

うように思っておりまして、ほかの町でも確

かにやっているところもあるのかもしれない

ですけれども、そういった部分ではやっぱり

そういう後々に国保会計の厳しさがさらに増

してくるという部分がちょっとあるのかなと

いうところであります。

それから、今回の新型コロナウイルス感染

症対応地方創生臨時交付金の活用という部分

でありますけれども、先ほども申し上げまし

たように、なかなか趣旨にそぐわないのかな

というように思っておりまして、例えばこの

コロナの影響によって収入が減っただとか、

世帯の収入が減っただとか、そういう個別の

事案だとか、そういったものでいけばそうい

うことが可能なのかもしれないなと思います

けれども、一律に未就学の児童のそこの部分

を負担するだとかというのはなかなか状況的

には難しいのかなと。趣旨にやっぱり、交付

金の趣旨にそぐわないのではないのかなとい

うように考えているところであります。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ５番。

○５番（田利正文君） その８３名いらっ

しゃる未就学児の家庭で、今町長が言われた

コロナの影響も含めて大変な状況にあるとい

うふうにつかんでいる人数というのは分かる

でしょうか。ここは大変だよと、だから保険

料払うの大変だというのは、保険税か、払う

のは大変だよという、そういうことを押さえ

ているでしょうか、何名か、何世帯かという

のを。

○議長（吉田敏男君） 住民課長、答弁。

○住民課長（佐々木雅宏君） 今の田利議員

の質問にお答えします。

現在７割、５割、２割軽減受けている子供

さんは８３人で、総体の世帯数は分かりませ

んけれども、その対象となっている世帯とい

うのは７割軽減で８世帯、５割軽減で４世

帯、２割軽減で６世帯となってございます。

今、コロナ関係で国民健康保険税はコロナ

の影響で国民健康保険税の減免という制度が

ございますけれども、その対象となっている

のは自営業者、飲食業が主となっておりま



― 18 ―

す。町内で８件ぐらい現在コロナ減免の適用

を受けている世帯がありますけれども、そこ

に未就学の子供というのは多分いなかったと

いうふうに記憶してございます。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ５番。

○５番（田利正文君） 少子高齢化に逆行す

るという意見も全国には上がっているわけで

すけれども、町長も言われているように、そ

ういう状況にあるならば、今課長が言われた

８世帯、４世帯、６世帯、ここのところを町

の行政として救うことはできないのかという

思いがあるのですけれども、その辺はどうで

しょうか。

それで、さっき言った地方創生交付金です

よね。その交付金にそぐわないと言っていま

したけれども、本当にそぐわないのかと、き

ちんと調べた上でこうだというふうに言い切

れるのかということなのですけれども。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） 先ほど申し上げまし

たように、その８世帯の方々についてはコロ

ナの関係で収入が減っただとかという、そう

いう大変な状況にあるということで軽減がさ

れるということになっておりますので、そこ

でやっぱり制度にのっとってこのコロナの影

響がありますよということで減免になります

よということでありますので、そこの部分は

減免がされているということなのかなという

ように思います。減免の対象になるというこ

となのかなというように思っております。

それから、今回のコロナの交付金でありま

すけれども、こちらのほうについては先ほど

申し上げましたように、コロナの交付金の使

途といいますか、どういったようなものに使

いなさいよということでは、感染防止だと

か、それから経済の影響だとか、そういった

ものがありますよということで、そういった

ものに使いなさいよという、これまたざくっ

とした部分で、きちんとした部分ではないの

かもしれないのですけれども、そういうこと

に決まっています。そういった中で、やはり

一律に全ての対象者の人たち一律にというこ

てではないのかなと。それぞれのコロナの影

響がどのぐらいあるのかということに、やっ

ぱりよってくるのかなというように思ってお

りますので、全体としてこの交付金を使って

減免しますよだとか、軽減しますよだとかと

いうことの対象というのはやはりならないの

かなというように思っているところでありま

す。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ５番。

○５番（田利正文君） 分かりました。

３点目に行きます。

医療を社会保険制度で運営している国とい

うのは日本とオランダ以外で、世帯人員に均

等割という保険料、言わば人頭割などと言わ

れますけれども、そういう保険料の制度を

持っている国というのはオランダと日本ぐら

いしかないのだそうですね。それで、ただし

オランダは１８歳未満以下の子供たちの保険

料というのは国が全部負担しているのです

よ。だから結果的には日本だけです、人頭税

と言われるような均等割をまだ残していると

いうのは。だから、人頭割をやっぱり排除す

べきだと僕は思っているのですけれどもね。

それで今回未就学児の軽減負担割合というの

は国が半分持つと、そして残りの半分を道が

４分の１、町が４分の１ということになって

いるわけですけれども、この地方負担分、道

と町が負担する地方負担分ですね。これを国

がきちんと面倒見てほしいというふうに、も

ちろん町村会などでいろいろやるのでしょう

けれども、町としてもしっかりその発信をし

てほしいというふうに思うのですけれども、

その辺については町長どうでしょう、考え

しっかり聞かせていただきたいと思います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） やはり今少子高齢

化、さらには人口減少という部分で、この地

方創生というのもやはり人口減少に対応する

ための事業というように考えているところで

ありますし、やはり以前は少子高齢化だとか
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本当に地方の話みたいなところというのは

いっぱいあったわけですけれども、今日本全

体として人口が減少してきていますよと。そ

のことを国としてやっぱりこれは大変な問題

だねというところもあって、地方創生という

そういう、今まで過疎対策だとかと言われて

いた部分などがあるのですけれども、地方創

生というように変わってきたのかなというよ

うに思っています。そういうことを考えてい

くと、やはり子育てだとか、子供を産み育て

やすい環境づくりだとか、そういったものと

いうのはやはり国がやっぱりきちんと対応し

ていかなければならない事業なのかなという

ように思っています。それはそれぞれ地方の

負担だとかというのもあるのかもしれません

けれども、やはりこれは国が全部面倒見て、

この人口減少対策やっていきますよというの

が合っているのかなというように思って、僕

個人はそうやって思っています。

そういった意味で、今後もいろいろな機会

がありますので、そういったところでそうい

う子育てだとか、それから教育などもそうな

のかもしれないですけれども、子供を産み育

てていきやすい、そういう環境をつくるため

の支援というのを、支援というか国からやっ

ぱり先頭になってやってくださいよというよ

うなことを、やはり要望していかなければな

らないのかなというように思っているところ

であります。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ５番。

○５番（田利正文君） 町長がそういうふう

に発言されましたので、ぜひ今後町村会だと

か町長が出られる会議その他で、今の立場を

しっかり発言していただきたいというふうに

思います。

２点目に移ります。

新型コロナウイルス感染症から町民の命と

暮らしを守るために。

新型コロナウイルスが全世界で猛威を振

るっています。日本国内での感染者数は４３

万人を超え、十勝は７００人を超えるところ

まで感染拡大しています。

この間二度の緊急事態宣言が発令され、間

もなくワクチンの接種が始まります。新型コ

ロナウイルスの厄介な特徴は、無症状の感染

者から感染が広がることです。無症状はウイ

ルス量が少ないことを意味せず、無症状・発

症前の人からもウイルスが排出され、感染し

た人のおよそ４割が無症状と言われ、症状が

出た人でも発症前に感染させる割合が高いと

指摘されています。発熱、せき、倦怠感など

の症状のない人は、感染している自覚がなく

元気で平常どおり社会的に活動し、他人と接

触し感染を広げています。ウイルスが目に見

えないだけでなく、感染者が見えないところ

に感染制御の難しさがあります。

感染制御のために、発症している人の治療

はもちろん、無症状者を早く発見・保護・追

跡し、療養施設に隔離、自宅で待機してもら

うなどして、他人との接触をなくして感染拡

大を止めることが決定的に重要です。この無

症状者をどう発見するか。その鍵がＰＣＲ検

査です。この検査をどう広げていくかだと考

えています。

以下の点について伺います。

一つ、十勝でも大規模なクラスターを発生

させたのは、医療・老人福祉施設です。社会

的検査を足寄町でも実施すべきと思いますが

いかがでしょう。

二つ、この間の感染症対策に対する対応と

感染制御についての考え、北海道との情報共

有が必要と考えますが、現状と認識を伺いま

す。

三つ、ワクチン接種事業について、現在想

定されている課題と対応について。

四つ、ワクチンは数社が認可される見込み

と思うが、町民が自分でワクチンを選択する

ことは可能になるのか。

以上です。

○議長（吉田敏男君） 答弁、渡辺町長。

○町長（渡辺俊一君） 田利議員の新型コロ

ナウイルス感染症対策についての一般質問に

お答えいたします。
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１点目の社会的検査の実施についての御質

問ですが、新型コロナウイルス感染症につい

ては現在も感染拡大が続いており、誰もが感

染するリスクがあることから、町民一人一人

をはじめ、町内の医療機関、高齢者施設など

においては日常において感染防止の取組に御

苦労されているところと考えております。

本町においては、施設等を対象にした任意

検査の実施については現在のところ予定して

おりませんが、令和２年度において高齢者等

を対象とした任意ＰＣＲ検査費用への助成を

行っているほか、令和３年度においては高齢

者等に加え、任意検査を希望する方を対象と

したＰＣＲ検査及び抗原検査に対する助成を

行うこととし、令和３年度当初予算に１７５

万円を計上しております。

今後におきましても、必要に応じて受検の

支援を検討していきたいと考えております。

２点目の感染症対応についての考えと北海

道との情報共有の現状と認識についてです

が、本町におきましてはこれまで国や北海道

の緊急事態宣言や基本方針、集中対策期間等

の取組に従い、町民の皆様に必要な情報の周

知を図るとともに、各種感染防止や経済支援

対策等の取組を行ってきました。

また、情報共有については、国、北海道か

らの通知及び取組状況等の情報を文書やウェ

ブを利用した説明会により随時提供を受けて

おり、さらに十勝管内市町村の担当者会議等

も開催され、課題や取組状況の情報交換の場

も設定されていることから、現状として国等

において決定されている事項については把握

できていると認識しております。

３点目のワクチン接種事業の課題と対応に

ついてですが、課題といたしましてはワクチ

ンの配分時期及び配分量の詳細が不明なこと

から、町民の皆様に明確なスケジュールをお

示しできない状況となっており、あわせてワ

クチン接種に協力いただく町内医療機関にお

ける業務体制整備についても、具体的な対応

を見合わせていただいている状況です。

対応といたしましては、ワクチン配分の見

込みがつき次第、速やかにクーポン券を送付

し、予約を受け付けることができるよう体制

整備を図り、医療機関と随時情報交換を図っ

てまいります。

また、家族等の対応が困難で患者輸送車や

あしバスを利用できない高齢の方の移動手段

の確保等も課題となっておりますが、タク

シーの利用などにより接種機会を提供できる

よう検討していきます。

４点目のワクチンの選択につきましては、

現在国から承認を受けているワクチンは１社

のみであることや、自治体においては国から

配分されたワクチンを使用して接種を行うこ

とから、現在のところ選択をする状況にはあ

りませんので、御理解を賜りますようお願い

を申し上げ、田利議員の一般質問に対する答

弁とさせていただきます。

○議長（吉田敏男君） ここで、昼食の時間

でありますから、暫時休憩をいたします。

１時再開といたします。

午後１２時００分 休憩

午後 １時００分 再開

○議長（吉田敏男君） 休憩を閉じ、会議を

再開をいたします。

５番田利議員の再質問から始めます。

５番。

○５番（田利正文君） １問目と２問目を合

わせて再質問させていただきます。

町長の答弁の中で、１番目のところの現在

のところ予定はしておりませんとなっており

ます。なぜ、１と２を絡ませるかということ

なのですけれども、この間９月ですとか１１

月とか１２月とか、厚生労働省の新型コロナ

ウイルス感染症対策推進本部というところか

ら事務連絡というのが結構出ているのです

ね。その中に高齢者施設の検査をやりなさい

というのがいっぱい書いてあるのですよ、も

ちろん御存じだと思うのですけれども。

それで、私素人ながら疑問を思ったのは、

ここまで国がこういう事務連絡を出しておい

て、最後は１２月２５日だったでしょうか。

今度は対策本部ではなくて、仰々しい名前が
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載っているのですね。結核感染症課、それか

ら老健局高齢者支援課、老健局認知政策地域

介護推進課、老健局老人保健課と４課がそ

ろって名前を載っけて、今度は高齢者施設に

おける新型コロナウイルス感染症発生時にお

ける検査云々と出てきているのですね。それ

らを見ると、やりなさいと書いてあるのです

よね、検査を積極的に。しかも素人の私が読

むには、こんなふうに書いてあるのですよ

ね。Ｑ＆Ａを出していまして、感染者が多数

発生している地域やクラスターが発生してい

る地域において、医療施設や高齢者施設に勤

務する者や入所者について当該感染症にか

かっていると疑うに足りると、正当な理由の

ある者として扱って行政検査の対象としてい

いかという質問あるのです。それには答弁と

して、そのとおりですと書いてあるのです

ね。そして、地域というのは保健所がある地

域と。十勝でいえば、十勝には保健所１か所

しかありませんから、十勝全部がその地域と

いうふうに指定されるふうだというふうに

思ったのですけれども。そして、なおかつ陽

性者とかそういうのが出ていない高齢者施

設、福祉施設であっても積極的にそれを検査

をぜひやっていくべきだというふうになって

いるのですよ。

そこでお聞きしたいのですけれども、十勝

振興局ですね、道といえば。そこと足寄町と

の間で、今町長の答弁では、現在のところ予

定はしておりませんとなっていますけれど

も、予定していないということは、やる必要

がないというふうに考えているのか、判断し

ているのか。あるいは、そこのところの捉え

方というのですか、認識をお聞きしたいので

すよ。つまり、町としては、万が一ですよ、

なければ一番いいことですけれども、高齢者

施設で陽性者が出てクラスターが起こったら

大変なことになります。それは旭川の実例を

見て分かりますよね。そうならないために打

つべき手を打っておくべきだというふうに私

は思っているものですから、そういうことを

する必要がないというふうに判断されている

のか、あるいは今はまだそういう時期ではな

いというふうに判断されているのか、それぞ

れの認識があるのだと思うのです、道と町の

中にも。それらがきちんとどんなふうに認識

が統一されているのか、一致されているのか

というところをお聞きしたいと思うのですけ

れども。

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。

○福祉課長（保多紀江君） ただいまの田利

議員の質問にお答えいたします。

今議員おっしゃるとおり、厚労省から各施

設に対して町村に対して、高齢者施設におい

て、その地域で感染がたくさん出ている場合

については積極的な検査を行うようにしてく

ださいという通知が出ておりまして、町にも

届いておりまして、それは高齢者施設のほう

に情報を提供しております。

また、今おっしゃるとおり、地域の考え方

としましては保健所設置の地域で割るという

ことですので、帯広保健所管内ですと、クラ

スターも発生しておりますので、そのような

地域に確かに該当するのかなというふうには

思っておりますけれども、行政検査となりま

すと、医師が判断をして必要だと認めた場合

に行政検査というふうになりますので、行政

検査としては町のほうとしては今のところや

るとかという話にはならないのかなというふ

うに思っています。

また、社会的な検査といいますと、町がす

るということも、それも一つかと思いますけ

れども、もう一つは各施設が必要に応じて実

施をするということも考えられまして、その

費用としては国のほうがそういう高齢者が医

療の施設に対して交付金を出していまして、

そちらの対象になるというふうに通知がされ

ております。今のところ、足寄町といたしま

しては、何か本当に発生、その中の誰かが発

生したとか、そういう場合においては行政と

しての対応があるかなと思いますけれども、

発生者が今のところない状態のところで社会

的な検査といいますか、皆様に受けていただ

くということは今のところ考えておりません
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で、特に高齢者の方ですと、そういう検査を

受けていただくこと自体で通常と違うような

ことで不安になるということも考えられます

ので、定期的に行うというようなことは今の

ところ考えていないところです。

○議長（吉田敏男君） ５番。

○５番（田利正文君） 話ししていることは

よく分かるのですね。そうなのですけれど

も、高齢者施設で起きた場合には大変なこと

になるということだということの認識は一致

していますよね。それはいいのですよね。そ

の上で、国は社会的検査をやりなさいとい

う、言わば事務連絡文書を出している。最終

的には今度は行政検査もできますという文書

も出しているのですね。だから、行政の側で

本当に我が町の高齢者施設で陽性者を出した

ら、クラスターを出したら大変なことになる

という認識があって、何とかしなければなら

ないという思いがあったとして、それを国あ

るいは道とその認識を共有できるのであれ

ば、必要な手続を取るべきだと私思っている

のですね。

それからもう一つは、もっと先のことを言

えば、本来は国がこういう文書を出すのな

ら、社会的検査を全部やりなさいと、１００

％。もっと言えば、学校や保育所、学童保育

までやりなさいと。費用は全部国が持ちます

と言ってくれれば、それはちゅうちょなく全

ての自治体がやりますよね。そうなっていな

いからできないのだと思うのですけれども、

それにしても、今ここで高齢者施設に限って

こういう事務連絡文書を出しているというこ

とは、政府だって危ないと思っているわけで

すよね。だから要請しているのですよ、一生

懸命、やりなさい、やってください、やって

くださいと要請なのですよね。だから、そこ

に物すごい私自身は疑問を持っているのです

けれども、だけれどもですよ、だけれども、

町長がその気になってドクターと相談の上、

医者が判断してというようなことも書いてあ

りますから、それで委託契約も結んでなんて

こともできれば行政検査もできるというふう

になっていますので。帯広のある老人施設の

施設長さんからちょろっと話を聞きましたけ

れども、その話をしたらしいのです。言わば

十勝振興局と話をして、その施設は行政検査

をやったというのですよ。やったという実例

があるのだったら、保健所があるところの地

域、十勝全部でその実例のとおりにやるとい

うのが道のほうの方針として持たなければだ

めでないかと私思うのだけれども、だけれど

も持っていないとすれば、町のほうからぜひ

やれるのであればぜひやってほしいというこ

とを強力に要請をすると、話をするというと

ころの認識というのかな、それが必要でない

のかという気がするのですけれども、その辺

はどうでしょうか。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） 今お話ございました

けれども、先ほど高道議員さんからのお話の

中にもありましたように、足寄町内では今の

ところ１件のそういうクラスターだとかとい

うのは発生しておりません。そういった意味

で医療機関ですとか、それから高齢者の施設

ですとか、それからいろいろとクラスターの

感染のリスクがあるような、そういった施設

はやはり皆さん一生懸命努力をされて、その

中で感染防止対策というのをきちんと取り組

まれてきていらっしゃるのだというように

思っています。そういった意味では、本当に

皆さん方の努力に感謝を申し上げるところで

あります。

そういった状況の中で、足寄町として高齢

者施設、そういったところで今本当に全員の

検査をしなければならないのかなという、そ

ういう差し迫った状況にあるのかどうなのか

というところになるのかなというように思っ

ております。今の段階で、クラスターだとか

そういったものが発生するような状況ではな

いだろうというように思っています。確かに

帯広周辺では市内では高齢者の施設ですと

か、それから芽室で病院の中でもクラスター

があっただとかという、そういったことがご

ざいますけれども、そこの施設だとか病院に
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してもやはり一生懸命努力をされて感染予防

の対策をされていたのだというように思って

いますし、そうやって努力をされていても、

なるときにはそういうような状況になってし

まうのかなというのもちょっと思っていま

す。

そういった意味で、本当に検査というのも

確かに必要な部分というのはありますけれど

も、そうすると検査したときには確かに安全

だよということが証明されるわけですが、で

は次の日どうなのかと、その次の次の日はど

うなのかと考えたときに絶対安全だよとは言

い切れないわけですよね、そういった意味で

は。先ほども申し上げましたように、今状況

の中では、どこで感染するかどうかというの

はなかなか分からないという状況もあります

から、そういうリスクがあるわけですので、

そういうことで考えると、本当にいつどこで

感染するか分からない。そうして、集団感染

というかクラスターが発生するかも分からな

いという状況なのかなというように思ってい

ます。ですから、一回検査をやって、その時

点では安心だねといって喜べない状況がある

のだと思います。

そういうことを考えていきますと、今の足

寄町において考えていったときに、きちんと

検査すべきだと、確かにそれはそのとおりだ

と思いますけれども、では今すぐしなければ

ならないのかということを考えたときには、

今のときではないのかなと、今そういうとき

ではないのかなというように考えているとこ

ろでありまして、おっしゃられることは分か

りますけれども、今の段階では考えてはいな

いというところでございます。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ５番。

○５番（田利正文君） 町長の考えもよく分

かるのですけれども、今そういう時期なのか

なと判断ですよね。だけれども、私前にも言

いましたけれども、世田谷でしたか、世田谷

方式でやり始めて、全ての福祉施設で行政が

検査をやると、やった結果、ある老人ホーム

の施設長がうちはきちんと感染対策ルールに

のっとってやっているから大丈夫だと自信

持っていた。ところが職員の中から陽性者が

出てしまったと、すごいショックだったとい

う話が出てましたけれども、今町長言われた

とおり、いつ出るかそれは分からないのです

よ。だから僕が言っているのは、私が求めて

いるのは、定期検査、一回だけやれという意

味ではないのですね。定期的に検査をやる必

要があるのでないだろうかというのが一つな

のですよ。もう少し正確に言えば、定期的に

やりながら頻回検査もやる必要があるという

ことですよね。１週間に１回だとか何とかと

いう間にまだ入れる必要もあるということだ

と思います。そうでなければ町長が言われた

とおり安心はできないと思うのですね。一回

だけやって陰性反応だから安心だねとならな

いと思うのですね。それは分かります。だけ

れども、出てしまってからでは遅いから、出

る前に打てるならば打てる手を打っておこう

というのが絶対必要な手だと私は思っている

のですけれども、しつこいですけれども、も

う一回その辺についてはいかがでしょうか。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） お答えをいたしま

す。

今田利議員さんから言われること分かるの

ですけれども、確かにそのとおりだとは思う

のですが、だから定期的に検査するというこ

と、これは確かに大切なことなのかもしれな

いけれども、でも一回やって、その次の定期

のこの間に全くこの間にリスクがないのかと

したら、全然そういうことではないですよ

ね。ですからやはり、検査ももちろんみんな

気をつけてますけれども、気をつけているけ

れども、さらに気をつけるということがまず

は一つは大事なのかなというように思ってい

ますし、検査も定期的に例えば１週間とか１

か月とかそういう期間の中でどんどんやって

いけばいいのでしょうけれども、そのことを

例えば足寄町だけでなくて、そのことがやれ

とうことであれば、本当にみんながやってい
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くということになると、多分検査の検査能力

というのか、そういったものがやっぱりキャ

パを超えていくのではないのかなという気が

しています。ですから、そういうことをどん

どんどんどんやっていける、そういう検査機

関が、検査をきちんとやっていく機関がきち

んとあればやっていけるのかもしれませんけ

れども、なかなかそういう状況にはなってい

ないのかなと。では足寄町でそうやってやっ

ていって、それができるのかといったら、そ

れまた難しいのかなというように思っていま

す。

ですから、やはり状況を見ながら、やはり

この時期にやらなければならないなと思える

ような状況になればやらなければなりません

し、クラスターが出てからでは確かに遅いの

かもしれませんけれども、そういう状況が出

てきたときに、クラスターが出る前に、１人

陽性の方が出ただとかといったときにはその

周りの人たち全員をやるだとか、濃厚接触者

だとかというだけではなくて、例えば施設の

中みんなやるだとかというようなことをやっ

ていらっしゃるところもありますけれども、

そういう形で必要なときにやっぱりきちんと

やるという、そういったことが大事なのかな

というように思っていまして、なかなか定期

的にだとかということでいきますとやっぱり

難しい話なのかなというように思っていま

す。

やっぱり先ほども言いましたように、今足

寄町がそういう状況なのかということを考え

たときには、甘いと言われるかもしれません

けれども、そういう時期ではないのかなとい

うように思っているところであります。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ５番。

○５番（田利正文君） これまた町長言われ

たことよく分かるのですけれども、前に町長

答弁されていましたけれども、高齢者施設の

入所者は別にどこも出ていかないのだからう

つることはない、そのとおりですね。僕は

言っているのはそうではなくて、まずそこに

いる職員ですよ。職員の方がきちんといろい

ろな対応をしているのだけれども、どこから

か入ってくるというのが今のウイルスですか

ら、だから職員に対してきちんと定期的な検

査、あるいは頻回検査をする必要があるので

はないかなと言っているのはそこなのです。

そこはないと、今町長が最後のほうに言って

いましたけれども、そういう状況になったら

やると言いましたけれども、この前のニュー

スでテレビでやっていましたけれども、空港

の入管のときに変異ウイルスが見つかったら

というのでしょうか、見つかったらやると誰

か政府の方が答弁したのですね。そうしたら

専門家の方がそれではもう遅いのですと。１

人見つかったということはそのときは既にも

うほかに広がっていますと、それが今のウイ

ルスなのですという話をされたのですね。そ

れと同じだと思うのですよ。町長の答弁はそ

このところちょっとまずいのではないかと私

思ったのですよね。そういう状況になったら

やりますと言うけれども、もしここで言えば

どこどこの施設で、陽性者が１人出たと、そ

うしたらその施設だけやると。だけれども、

そこにいる職員の方が地域も歩いているわけ

ですし、家庭もいるわけですから、そこから

どこに飛んでいるか分からないのです。とい

うのがあるから、１人が出てからでは間に合

わないと思うのです。だから、そういう時期

になったらと、その時期がいつなのかという

ことはすごい大変なことでないかなと私思っ

ているのですけれども、この話はもうやって

いると堂々平行線で行ってしまうでしょうか

らやめますけれども、そこで、町長の答弁の

中にＰＣＲ検査の費用も持っていますとかあ

りましたけれども、来るときに私、新得だと

か上士幌、士幌などもそうですけれども、

やっぱり同じことをやっているのですね。Ｐ

ＣＲ検査の２万円のところを本人負担５,０

００円だけでやるだとかということも、もう

既に今月の予算議会で新しい予算またつけ加

えてやるというふうになっているのですが、

それは同じところだと思うのですね。
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それで私が言いたいのは、今町長が言って

いました定期的にしなれば、検査をしなけれ

ばだめだと、だけれども、それはもう検査能

力を超えるという話をされていましたので、

例えば新型コロナウイルスＰＣＲ測定キット

というのがあるのですね。簡単に言えば、自

動血圧計、僕など国保病院に行ってこうやっ

て手を入れたら出て、びゅっと紙出てきます

ね。あんな感じのイメージの器械があるので

すよ。それは１時間で陰性か陽性か判定でき

ると、そういう器械が各メーカーから出てい

るのですよ。もちろんピンからキリで値段も

ピンからキリだと思うのですけれども、ここ

で言えば４８万円ぐらいのもあるのですよ

ね。例えばの話ですよ、これを１台町で購入

して、例えば購入するに当たってもさっきの

文書はないですけれども、これはいつのやつ

だっけ、去年の８月７日付の事務連絡でも書

いてあるのですけれども、新型コロナウイル

ス感染症緊急包括支援交付金の活用によりＰ

ＣＲ検査機器等をきちんと整備すべきである

というようなこと書いてあるのですね。だと

すれば、きちんと早くそういう指導をしてほ

しいと僕は思うのですけれどもね。例えばの

話です。今言ったみたいな簡易機器が出てま

すので、町で一つ買って、例えば老人ホー

ム、むすびれっじ、ケアハウスと全部３台置

ければいいでしょうけれども、置けなければ

１台買って、月曜日は老人ホーム、水曜日は

どことかとこういう順番に曜日で回してもい

いのではないかと思っているのですね。その

ぐらいの費用は今言った交付金で出せるので

はないかという気がするのです。そんなこと

は検討されているのかどうか、ちょっと伺い

たいと思うのですけれども。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） 器械は何かあるらし

いのですけれども、中身はちょっと僕もよ

く、どういう器械なのかというのはちょっと

よく分かりませんので、ちょっとどういう器

械なのか調査なり検討なりさせていただこう

かなというように思います。

どういう器械なのか、果たしてそれによっ

てどういう効果が出てくるのか、そういった

ことなどもちょっと調査して、そういう今の

お話参考にさせていただきたいというように

思っております。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ５番。

○５番（田利正文君） 今のやつですけれど

も、普通は粘膜を取りますよね、ＰＣＲ検査

やるのに。そうではなくて、唾液でも大丈夫

だと。しかもそれで１時間、ほぼ１時間ぐら

いで出てくると。その間人が手を加える必要

ないと、看護師だとかプロの方をやらなくて

も大丈夫ですというシステムの器械なのです

ね。だから、これは各施設に置いておくとい

うことが必要なのかなという気したものです

から、ぜひ検討していただきたいと思いま

す。

次に行きます。

３番目と４番目まとめてちょっとここでお

話しさせていただこうと思うのですけれど

も、町長の答弁の中で、国からの情報が不足

しているということですよね。そういう中

で、町のほうできちんと接種事業のための努

力されているということを承知の上で、あわ

せてちょっとお聞きしたいのですけれども、

高道さんのちょっとダブらない話をしたいと

思うのですけれども、頭の中混乱しているの

ですけれどもね。

例えば高齢者の方、２回受けなければだめ

ですよね。終了した方と未終了の方と、もち

ろん受けるほうの名簿というのですか、台帳

のほうではきちんとチェックされているので

しょうけれども、それが混乱しないようにき

ちんとなるのかということですね。例えば大

した人口でないからといえばそうですけれど

も、テレビなどで見ていると、打った方、二

度打って終わった方はきちんと証明書をも

らっていると。証明書あるとそれでどこに行

けると、大丈夫だよということで、そういう

言わば許可証みたいに出しているのがあるの

ですね。そんなことまでする必要があるのか
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どうか分かりませんけれども、もしたかだか

高齢者で２,２５４名、全町民で５,９３４名

といいますけれども、それが２回打ったの

か、１回打って終わっているのかと、もしど

こかで漏れて分からなかったなんてことがな

ければいいですけれども、その辺のところの

チェック体制といいますか、例えば証明書出

すとか何とかというのは考えているのでしょ

うか、その辺は。

○議長（吉田敏男君） 答弁、福祉課長。

○福祉課長（保多紀江君） ただいまの御質

問にお答えいたします。

証明書を出すといいますよりもクーポン券

というのが接種を受けるために皆さんに、各

自にお送りするのですけれども、接種を受け

た後にはその接種券のほうに打ちましたとい

うことで証明というか、シールみたいのを貼

りまして、接種をしたということは分かるよ

うになります。また、市町村のほうにはその

方が接種したということが医療機関を通じて

報告が来ますので、誰が打ったかというのが

分かるようになります。御本人がもしクーポ

ン券とかを持たないで接種に行った場合につ

いては、クーポン券を持っていないと接種が

できないので、必ず自分が今まで使っていた

もの、または再発行だとしても打ったという

ことが分かるようなものを再発行して、御本

人にお渡しすることになると思いますので、

基本的には接種したことが分かるような表示

が出るようになっております。

○議長（吉田敏男君） ５番。

○５番（田利正文君） そうすると、本人と

行政側と両方でダブルでチェックされている

から、どこかで間違ってもミスるということ

はないということに押さえていいですね。

この後、ワクチンが今ファイザーでした

か、で出ていますけれども、その後出てきま

すよね。アストラゼネカですとか、モデルナ

とか、それが申請されて許可になって出てく

るということになるのかと思うのですけれど

も、一般の方が接種されるような時期、多分

７月か８月か分かりませんけれども、その辺

にずれ込んでくるのだと思うのですけれども

ね。その頃にはこれらも、あるいは認可され

て出てくるのかという気がするのです。この

こと今町に求めても、さっき町長言われたと

おり、国からの情報はないわけですから、答

弁できないというふうに感じましたけれど

も、そのときに町民が一番心配しているのは

安全性の問題、それから後遺症などのリスク

がどうなるのかという問題、それから接種

の、私はしないとかするとかということの有

無ですよね。そういったことの判断を自分の

町民個人の判断できちんとできるような、で

きるだけの情報が提供されなければだめだと

思うのです。それができるのかどうかという

ふうに今聞いても、町長、それは情報がない

からできませんと言われる気がしますけれど

も、その辺のところの見通しみたいのが分か

るのでしょうかね、国からの関係も含めて。

また、あるいは国から遅ればせながらのそう

いう情報が来たときに、町民にいち早くきち

んと町民が自分できちんと判断できるよう

に、私は受けるべきではないと、私のように

既往症を持っている場合には受けるとやばい

のかなと思ったりしている人もいるかもしれ

ません。そういうことが判断できるだけの材

料をやっぱり提供するということができるか

どうかということなのですけれども。

○議長（吉田敏男君） 答弁、福祉課長。

○福祉課長（保多紀江君） ただいまの御質

問なのですけれども、まずワクチンについて

は議員おっしゃるとおり、いつ認可になって

いつ配送されるか分からないのですけれど

も、基本的には同じワクチンを二度打つとい

うことになりますので、国のほうで地域を限

定するのか、それともどこからの機関、違う

ワクチンが配送されるのか、ちょっと今のと

ころ全く想像の世界でしかないのですけれど

も、それをどのワクチンを打つにしてもおっ

しゃるとおり、接種に向けて安全性の周知と

いうのでしょうか、安心して打てるような判

断ができるような材料は出さなければいけな

いのかなというふうに思っています。
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普通、今国から提示されているものでは手

引というのがございまして、どのような方が

適さないのかというようなものがありまし

て、このワクチンの中にこういう成分がある

からこれのアレルギーの方は適さないとかと

いうような表記もありますので、そういうこ

とを分かりやすく周知していく必要があるの

かなと思います。

また、御自分で判断できないという場合が

あるかと思います。その場合についてはかか

りつけ医に御相談いただく、あとは問診、受

けるときに医師に問診をしていただきますの

で、その段階で御相談をしていただいて、御

自分で打っても大丈夫かどうかという意思決

定を最終的にされるのかなというふうに考え

ております。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ５番。

○５番（田利正文君） 接種を受ける場合に

クーポン券を送ると言いましたよね。送ると

いうことは、こちらはさっき既往症を持って

いる方何名とかと、言われていましたよね、

確かね、福祉課のほうで、既往症のある方何

名と押さえていますよね。そのときに、その

方にクーポン送るときには、この方がどんな

既往症があって、今福祉課長が言われたよう

な、これにはこういう成分が入っているから

これはだめですよとある程度分かるわけです

ね。その辺は全体にではなくて、クーポン券

を送るときにあなたはこういう基礎疾患を

持っているからこうですよというのが、参考

にしてくださいというような資料を提供する

というのはそういう意味もあると思うのです

が、その辺はやられるのでしょうか。

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。

○福祉課長（保多紀江君） 既往症といいま

すか、基礎疾患のある方の人数を先ほど高道

議員の質問のときにお答えしたのですが、あ

くまでも人口割合で出した人数でございまし

て、正確な人数ではございません。また、基

礎疾患をお持ちの方につきましては、診断書

が必要だとか、そういうことではなくて、御

本人の自己申告により基礎疾患があるという

ことを認めて優先接種の対象者にするという

ことがございます。

また、一番始めに福祉課のほうで受付を、

予約受付をするのですけれども、その場合に

基礎疾患があるということを御相談いただけ

ればその方に詳しい資料をお送りするとか、

そういうことも可能かと思いますので検討し

たいと思います。

○議長（吉田敏男君） ５番。

○５番（田利正文君） 分かりました。

最後に、先ほど紹介した新型コロナウイル

スＰＣＲ測定キットというやつ、各メーカー

から出ているのですけれども、１時間以内ぐ

らいで大体陰性、陽性が分かるというやつな

のですね。しかも高さ３０センチ、奥行き３

４センチ、幅１５センチぐらいのものなので

すよ。そんなやつをやっぱりぜひ町で用意を

して、そして各施設に配置するということが

必要かなというふうに改めてちょっと思って

いますので、最後に町長のほうからその辺に

ついて再度答弁いただいて、私の質問終わり

にしたいと思います。ありがとうございまし

た。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） ワクチンの接種につ

いては、各病院の皆さんに御協力頂いてス

ムーズに進めたいなというように思っている

ところであります。

そういった意味でワクチンが一定程度町民

の皆さん方に浸透すれば、少し収束に向かっ

て進んでいくのではないのかなというように

期待しているところであります。

そうはいいつつもなかなかそれまでの間、

やはりコロナの感染拡大といった部分につい

ては十分に気をつけていかなければならな

い。まだまだ予断のできない状況の中でそれ

ぞれの皆さん方はやっぱり基本的な感染拡大

予防対策というか、そういったものをそれぞ

れ取っていただかなければならないというよ

うに考えているところであります。

そういうことで、なかなか目に見えない、
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そういうワクチンでありますので、どこでど

ういう形で感染していくのかというのもなか

なか分からない部分というのはやっぱりあっ

て、どこから感染したのか分からないという

人たちはまだまだたくさんいらっしゃるとい

う、そういうような状況ですので、やはり日

頃の予防対策というのはやっぱり一番大事な

のかなというように思っているところであり

ます。

そういう中で、先ほどお話ございました、

そういう簡易に検査ができる器械が今出てき

ているというようなことでありますので、そ

ういったものをちょっと僕も中身がよくまだ

分かっておりませんので、十分調査をさせて

いただいて、今田利議員さんからお話あった

ような部分については十分に参考にさせてい

ただいて、確かにそういったものがやはり

あって、比較的簡単に最終的なＰＣＲ検査や

らないときっともって最終的な結果というの

は出せないのだろうとは思いますけれども、

その予防対策というか、になるのかなという

ようにも思っていますので、十分に参考にさ

せていただきたいなというように思っており

ます。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） いいですか。

これにて、５番田利正文君の一般質問を終

えます。

次に、１０番二川 靖君。

（１０番二川 靖君 登壇）

○１０番（二川 靖君） 議長のお許しを得

ましたので、一般質問通告書に基づき質問を

したいというふうに思っております。

件名、将来にわたっての教育の充実につい

て。

令和３年度行政執行方針、教育行政執行方

針が示され、子育て安心基金を財源に認定こ

ども園をはじめ、保育の完全無償化を継続し

ていくこと、学校給食においても小・中・高

の児童及び生徒に無償提供をしていくこと、

また、足寄高校の存続・２間口確保に向けた

取組を足寄高等学校振興会など連携し、引き

続き支援していく方針が出されました。

近年の足寄高校においては、国公立大学の

進学などなど郡部の高校としては目覚ましい

ものがあり、今年度においても多数の生徒が

合格し、結果待ちの生徒もいると聞いていま

すし、来年度には６０名を超える生徒が入学

予定とのことです。これまで全ての取組は足

寄町にとってとても絶大なる成果です。

今後においては、ＩＣＴ教育においてＧＩ

ＧＡスクールによるオンライン授業が徐々に

行われていくと考えています。

一方、小中学校の保護者の間では、足寄町

において学習塾が少ないため苦労をしている

と話を数多く聞きます。

将来にわたっての教育の充実について、以

下の点についてお伺いいたします。

１、足寄町の私的学習塾は幾つあるのか。

２、近い将来現行の公設民営塾を小学校高

学年児童、中学校生徒への活用は考えられな

いのか。

３つ、５年後、中学校の生徒が４０名と推

定されているが、足寄高校の２間口確保に向

けた対策について、現時点で考えていること

があればお聞かせ願いたい。

４、町の施策として、将来的に小中一貫校

の設置の考えはないのか。

以上であります。

○議長（吉田敏男君） 答弁、藤代教育長。

○教育委員会教育長（藤代和昭君） 教育委

員会から二川議員の将来にわたっての教育の

充実についての一般質問にお答えいたしま

す。

１点目の町内にある私的学習塾の数につい

てですが、国勢調査など各種統計の数字はご

ざいませんが、大手系列や個人経営の塾が３

か所あり、多くが小中学生を対象としている

ものと把握しております。

２点目の近い将来、公設民営塾を小中学生

にも活用を考えられないかとの御質問であり

ますが、公設民営塾足寄町学習塾は、足寄高

校の存続支援策の一環として、平成２７年１

０月から設置しております。現段階におい
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て、塾設置の目的や施設規模の制約、さらに

は民業圧迫の懸念等から小中学生への活用は

考えておりません。

３点目の将来的な足寄高校の２間口確保に

向けた対策についてですが、近年は足寄中学

校の卒業生の約７割が足寄高校に進学してい

るほか、近隣からの入学生が一定数おり、２

間口確保が図られております。しかし、将来

的な児童生徒数の推移を見ると、今後中学卒

業生は４０人台となるため、足寄高校の存続

並びに２間口維持に向け、地元進学率を上げ

ることはもちろん、町外からの生徒確保が重

要となります。

今後の中学校卒業者数や北海道教育委員会

が策定する公立高等学校配置計画を注視しな

がら、引き続き足寄高校の魅力をさらに高

め、選ばれる学校づくりを進めるため、足寄

高校や足寄高校振興会、足寄高校を存続させ

る会などの関係機関と連携を図りながら、２

間口確保に向けた効果的な支援策が実施でき

るよう努めてまいりたいと考えております。

４点目の将来的な小中一貫校の設置に関し

てですが、導入のメリットとして、小学校か

ら中学校へのスムーズな接続により中一

ギャップや不登校の減少につながることや異

年齢とのコミュニケーションを図る機会が増

えること等が上げられます。

全国的に小中一貫校の設置は徐々に増えて

きておりますが、小中学校での通学区域が同

一で、校舎の建て替えや統廃合の際に導入す

る場合が多く見られます。

本町においては、小中一貫校を導入した場

合、通学時間の延長が避けられず、児童の身

体的負担の増加が懸念されるため、小中一貫

校の導入はせず、現在行っている小中連携を

進めていきたいと考えております。

今後とも学校や関係機関と連携し、児童生

徒の教育環境の整備を進めてまいりますの

で、御理解を賜りますようお願い申し上げま

して、二川議員の一般質問に対する答弁とさ

せていただきます。

○議長（吉田敏男君） 再質問を許します。

１０番。

○１０番（二川 靖君） １点目なのですけ

れども、随分と学習塾が減ってきたなと。い

ろいろお話を聞きますと、昔は英語塾含めて

かなりあったということでお聞きしておりま

すし、３か所ということでなかなか厳しい状

況が続いているのではないのかないうことで

あります。

それで、私が１点目と２点目の中で言いた

いことは、私的な学習塾をなくせだとかとい

う話ではないのですね。なかなかそういった

規模のものが、大きい規模のものがなくなっ

てきていると。いわゆるそこで受け入れられ

る側もなかなか厳しいものが出てきているの

かなというふうにちょっと感じてきていると

ころでございます。特に中学生についてはな

かなかそういった私的塾に、町内の私的塾に

通えないという声がたくさんあって、実は

春、夏、冬ということで、いわゆる帯広のほ

うまで大手塾の講習会ですか、に行くという

ことも聞いておりますし、そういった場合、

なかなか親御さんの負担が大きいということ

で聞いておりまして、民営塾もそうなのです

けれども、そういった状況がある中で、では

公設の民営塾ということで、この間も臨時議

会の中でいろいろお金の、予算の関係でつい

たときもお話ししておりますけれども、いず

れにしてもこの公設民営塾の設置段階の話は

理解できますけれども、その段階でやっぱり

小中学校にも拡大してはいいのではないかと

いう話もあったというふうに伺っているので

すよね。どこであったのか分かりません、全

く。そういった話もあったというだけのこと

ですから、それが正しいのか正しくないの

か、ちょっとこの場では言えませんけれど

も、そういったことであるということです。

それで、いずれにしても民業の圧迫という

ことは全く考えてないのですけれども、いず

れにしても小中の中でやっぱり塾が必要だと

いう声があるということは、どこかでやっぱ

り将来的に考えていかなければいけないのか

なと、将来的ですよ、今すぐでなくてです
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よ。そういったことで、将来的にやっぱりこ

ういった公設塾をつくっていくということも

考えていかなければいけないのかなと。

ちょっと調べたら、北海道内でも雨竜町

だったですか、雨竜町と南幌町ですか、公営

の塾があるということで、寿都ですか、ごめ

んなさい、寿都町ですね。調べたらそういう

ところに公設の塾があるということで、お金

を取っている町村、無料の町村ということは

たまたま北海道内にもあるということで、

やっぱり将来にわたってやっぱりそういった

ことで、私的塾が厳しくなってくるというこ

とで考えれば、そこら辺ちょっとお話をしな

がらそういったことで公設の民営塾の移行と

いうものを考えられないのかなというふうに

考えておりますので、ちょっとそこら辺

ちょっと、これ町村のほうにも関係あります

ので、そういった考え方があればお聞かせ願

いたいなというふうに思っています。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） 公設民営塾で、高校

の今の塾が始まったときに、確かに小学生、

中学生の塾はどうなのだろうかというような

話もございました。ただ、ありましたけれど

も、今回やる部分についてはもちろん先ほど

教育長のほうからもお話ありましたけれど

も、ほかにもいろいろ塾などもございました

し、小学校、中学校まで広げていくとやはり

民業圧迫にもつながりかねないというような

こともございましたし、そんなことがあって

高校生のみと、そして一番の目的は足寄高校

の存続ということが一番の目的でありました

ので、足寄高校に通う生徒のみが通える塾と

いうことになりました。

そのときに、小学校、中学校、そういった

部分がどうなのだろうかという話もあったこ

とはあったのですけれども、その中ではやは

り指定管理を受ける者が独自の事業として、

町の指定管理を受けるということではなく

て、独自の事業としてそういうことが可能か

もしれないねという話はされておりました。

しかしながらやっぱり今放課後授業をすると

いった部分でいきますと、時間の問題ですと

か、それから高校生もどんどん増えてきて、

当初は７０人ぐらいの方が塾に通ってらっ

しゃったかなというように思うのですけれど

も、今１００人を超えるというようなぐらい

の人数になってきて、高校生の中でも少し制

限をさせていただかなければならないような

状況となっているというようなこともあっ

て、なかなか公設民営塾、この高校生を対象

とする塾のほかに、そうしたら余裕があるの

かというとなかなか余裕がないのではないか

なというところだというように思っていると

ころです。

そういった意味で、やはり足寄町で足寄高

校に通って、足寄高校でそこで学力をぐっと

上げていただくということがやっぱり必要な

のかなという、そこが足寄高校の一つの魅力

にもなっているのかなというようなことを考

えていますので、当面その小学生、中学生と

いったところでは塾というのはなかなか難し

いのかなというように考えています。

公設民営塾ということになりますと、やは

り小学生、中学生の方を対象にすると、やは

り公平に扱わなければ、希望される方たちに

ついては公平にやっぱり扱わなければなりま

せんので、そうするといろいろと何年生から

だとかという、そういうこともできるのかも

しれないですけれども、やはり皆さんが来た

いという希望があればなるべくそれに沿って

あげなければならないということになると、

やはりかなりの規模になる可能性はあるのか

なと思います。そうすると、やはり今と同じ

ところでというのはなかなか難しいでしょう

し、またそれに時間、高校と小中学生との時

間の配分だとか、そういったものもなかなか

やっぱり厳しいのかなというように思ってい

ますし、それから通学というか、通塾の足を

どうするのかだとか、そういったことなども

ありますし、なかなか難しい問題がいっぱい

あるのかなというように思っています。そう

いったことなども含めて、小中学生の塾を現

状ではあの場所で合わせて開くというのは
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やっぱり難しいかなと考えているところであ

ります。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） １０番。

○１０番（二川 靖君） 言っていることは

十分承知して質問しています。

それで、やっぱり教育の格差というのは

やっぱりあってはならない。今、町長もおっ

しゃいますように、いわゆる今回、前回です

か、議会の中でも今回芽登地区については、

新規就農者の方が増えて子供さんの入学が増

えたということで、喜ばしいニュースも実は

議会の中で報告を受けているところですし、

やっぱり町内で通う方はいいのかもしれませ

んけれども、やっぱり地方というか、ちょっ

と離れたところから来るというのは本当に大

変なことだなというふうに、自分自身も感じ

ているのですね。そういった中で、いわゆる

教育の格差はだめだということを考えますけ

れども、いずれにしても将来を考えたとき

に、これから少子高齢化と先ほどからいろい

ろ話出ていましたけれども、そういった中で

多分１０年、２０年後というのは足寄町のま

ちというのは本当に人口がぐっと落ちていく

という推定がされていますよね。そういった

中で、やっぱりそういった少しでも子供たち

が学べる場をつくってあげて、そして学校に

も通えるという、平等の下でそういったこと

を考えれば将来的には、私必要でないのかと

いうふうに思っているのですね。先ほども

言ったように、民営塾というのは人が少なく

なれば少なくなるほどやっぱり経営が厳しく

なっていくということも考えられますので、

今一つの塾でいえば中学生がほとんどいない

というふうにも聞いていますので、ちょっと

これどうなのか分かりませんけれども、そう

いったことでやっぱり厳しい環境で運営をせ

ざるを得ないということもあるので、そこら

辺例えば公設塾でなくてもそういった塾に対

しての、一方では支援をできるだとかしない

だとかということも考えられるのかなという

ふうに思うのですね。

先ほど言ったような施設のキャパの問題も

ありますけれども、そういったこともやっぱ

り将来的にわたって今すぐでなくてもいいで

すけれども、徐々に検討していったほうがい

いのかなと。今の公設塾もいつまで続くとい

うか、支援ができるのかちょっと分かりませ

んけれども、そういったことも含めて、やっ

ぱり長期スパン的にやっぱり子供たちの将来

のためにお金をかけていってもいいのかな

と。

一方では、いろいろ批判はありますけれど

も、足寄のまちを築いてきたお年寄りや子供

たちにばかり金かけるということも一方では

言われていますけれども、やっぱり教育長が

日頃から言われているように子供は宝ですの

で、そういったことも将来的にやっぱり考え

ていけるような考え方をこれからつくって

いってほしいということを考えますので、そ

こら辺ちょっと、もう一度ちょっとお聞かせ

願いたいなというふうに思っています。

○議長（吉田敏男君） 答弁、教育長。

○教育委員会教育長（藤代和昭君） お答え

いたします。

まず大前提なのですが、ちょっとまどろっ

こい部分もあるのですけれども、やはり義務

教育ですから大前提というのは教育の機会均

等、それから全国的な一定水準の確保、その

ために地方教育委員会は教育環境の整備だと

か、あるいは支援をするということなのです

よね。したがって、そういう公設民営であろ

うが公設公営であろうが、そういう塾につい

ては非常にデリケートな部分が出てくるとい

うことなのですね。特に本町のように通塾と

いうのですかね、距離的に非常に遠いところ

についてはいろいろな様々な問題プラスその

ほかに家庭の事情などもあると思うのですよ

ね。そういうことを大前提に押さえまして、

現実に実際的に今の足寄の足寄塾があって、

公設民営塾で小中学生の塾が可能なのかと

いったら、これは可能だと思います。現実的

には、先ほど言いましたように、今の公設民

営塾については、いわゆる足寄高校生に特化
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したという形ですよね。ただ、この少子化の

状況ですから、これがいつまで続くかという

のは、これは誰しも分からない。ただ、推定

されるに相当な勢いで子供少なくなっていき

ますよね。悪い言葉で言うとそれぞれの町村

の高校もやはり子供、何というのでしょうか

ね、奪い合うと言ったら言葉語弊があります

けれども、少ないパイを競い合っているとい

うのが現状なのですね。そうすると、仮定の

話なのですが、何年か後に例えば足寄高校が

１間口になると、それが続くと。さらには、

状況下を考えたときに、２間口になる見込み

が非常に薄いと、そういう場合については、

今塾のほうの押さえでは最大のキャパが１２

０ですから、そして高校生が１１８行ってい

ますから。そして現実的にはもう少し行きた

いというのも調整図っているのですよね。例

えば１、２年生だとかは週に２回だとか、あ

るいは３年生の難関大学に行く子供だったら

週３回だとか何だとか、そういう調整を図っ

ているのですよ。そうすると、仮に小中、一

気に小学生まで行かないとしても中学生と高

校生が合わせてキャパが今のような人数に

なったときについては、これは民営の営業努

力として可能だろうし、そこの部分について

は公設の町もどうのこうのと、何というのか

な、対応に関わっていく部分でないのかな

と、基本的に私はそう思っています。どちら

にせよ、そういうことなのですが、今の現実

の問題として、今の状況ではまだ。だけれど

も、それが恒常的になるとは今の現段階では

言えない。そういう場合もあり得るというこ

とですね。当然これは町長の施策とも関連し

ますし、議会の承認も得なければならないこ

となので、教育のフィールドにすると、今現

在私の段階ではそういうこともあり得るとい

うことで捉えておりますし、実際に、先ほど

も述べましたけれども、そういうわざわざ遠

い帯広まで行って中学生が一生懸命塾で勉強

しているという声も私も仄聞しております

し、そんなことで御理解願えればなと思って

おります。

以上です。

○議長（吉田敏男君） １０番。

○１０番（二川 靖君） 言われていること

は十分分かっているのです。それでやっぱり

目の前でなくて、やっぱり将来的な人口減少

だとかいろいろな子供たちが減ってきただと

か、いろいろなことを考えて今から想定をし

ながらちょこっとそういったものを考えて

いってほしい、今から。たまたま今回足寄高

校の話になりますけれども、足寄高校でもこ

れだけ２間口を確保できて、聞くところによ

ると、やっぱり難関の大学にも挑戦してきて

いる生徒もいるし、ましてや去年野球部本当

にすばらしい活躍をされてやっぱり監督が町

のほうから送られて監督が代わって、優秀な

成績を残していると。今年度についても、い

わゆるそのことがあって、足寄高校に入学し

てくるという生徒さんもいるとお聞きしてい

るので、非常にすばらしいことだと思ってい

るのです。そういったことも含めて、小中の

中でそういった子を育てて、やっぱり足寄高

校に行ってもらいたいということも考えてお

りますので、将来に向けてそういったビジョ

ンをつくっていただきたいということで、こ

の点については終わらせていただきたいなと

いうふうに思っています。

足寄高校のまた再度話になるのですけれど

も、やっぱり２間口を確保していくのが将来

的には難しくなってくるのかなということな

のですけれども、学習面はもう本当にいろい

ろ高校の先生方も含めて頑張っていただいて

いますし、町のほうも教育委員会のほうも提

携をいろいろしながら、足寄高校の振興会や

ら存続させる会とタイアップしながらいろい

ろやっているというのは承知しております

し、もっと言えば何かもうちょっと一工夫で

きるような、例えば今野球部がそうなのです

けれども、一生懸命頑張っていると。昔は剣

道だとかスケートだとか、いろいろなスポー

ツを通じて足寄高校も文武両道ということ

で、かなり多くの方々がいろいろな世界で今

活躍されているということでありまして、そ
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ういったことを考えれば、もうちょっと足寄

高校が選ばれる学校ということで言われるよ

うな何かいい方策がないのかと。私自身も

ちょっと今自分で妙案があるのかといえばな

かなか妙案もないという中で、やっぱり２間

口存続に向けて選ばれる学校づくりというの

はもうちょっと教育長、選ばれる学校づくり

というのはどういうものなのか、ちょっと教

えていただけたらありがたいなというふうに

思っています。

○議長（吉田敏男君） 答弁、教育長。

○教育委員会教育長（藤代和昭君） お答え

をいたします。

選ばれし学校ということなのですが、その

ための具体的な妙案ありません。特効策もあ

りません。いろいろ考えているのですけれど

も、それぞれの。私はやはり地に足をつけて

２間口確保に向けては、やっぱり足寄高校へ

の実効性のある支援策ですね。保護者が見て

も、これ本当に実になる支援策だなと。それ

ともう一つは、やっぱり部活動や進路なども

含めてですけれども、教育活動の充実、これ

が両輪だと思っているのです。とりわけ部活

動の実績だとか、去年の野球のように、ある

いは難関大学への合格実績、これは起爆剤に

なる。ニュース性もありますしね、起爆剤に

なる。現に今年の野球もそんなことで今のと

ころ９人ですかね、９人が町内外も含めて入

部してくるということなので、そういうこと

で、なかなか目に見えた実の実るような特効

策みたいのはないのですけれども、やはりそ

このところは地に足をつけて、やっぱり振興

会等とも連携しながら、何といっても教育委

員会がかすがい役となって関係者や関係機

関、さらには団体等と効果的な２間口確保に

向けた連携策を引き続き模索していきたいな

と、そんなふうに考えておりますので、御理

解をよろしくお願いいたします。

○議長（吉田敏男君） １０番。

○１０番（二川 靖君） 今の答弁、分かっ

たとは言いませんけれども、やっぱり自分た

ちも努力しければいけないということも議員

としてありますので、やっぱり小学校、中学

校、高校というのはやっぱり地元に根差した

ものということを目指しながら、町民一体と

なってつくっていかなければいけないなとい

うのも思っているところでありまして。

続きまして、最後になりますけれども、小

中一貫でございます。

それで、なぜ中高一貫にしなかったのだと

言われますけれども、たまたま小中一貫とい

うのは全国的に今１２０何か所の学校がある

ということで言われてまして、１２３だった

かな、去年ですね。それで、たまたま札幌で

小中一貫校３校つくりたいということでこの

間北海道新聞に載っておりました。それで、

私の言いたいのは、学校を合理化すれだと

か、そういったことではないのですよね。た

またまこれも先ほどと同じように、将来的に

子供たちが少なくなってきた、児童生徒が少

なくなってきたときを考えて、将来的にどう

していくのかということも考えていかないと

ならないのかなと。今回一般質問するに当

たっていろいろ調べさせてもらったら、実は

メリットよりデメリットのほうがすごい多い

ということが分かりました。それで、いわゆ

る札幌も２０２３年度までに何校かやって、

２６年までに３校やるということで、多分こ

れ全国でやられているのだろうというふうに

思うのですけれども、デメリットが少なく

なった時点でも考えていいのかなというふう

に思うのですけれども、教育長の答弁ではや

らないということで言われてますけれども、

たまたま足寄町も小学校の校舎、結構もう古

くなってきて体育館は新しいと。耐震の関係

でいろいろ設備投資含めてやっているのかな

というふうに思っていますし、足寄中学校に

ついてもまだ新しく建ったということで、

ちょっと私のほうも何年たったかというのを

ちょっと承知してませんので、そこら辺

ちょっと教えていただけないでしょうか。

○議長（吉田敏男君） 答弁、教育次長。

○教育次長（沼田 聡君） お答えをいたし

ます。
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校舎と屋体に分けての説明のほうがよろし

いですか。

まず足寄小学校のほうでございますが、本

校舎につきましては昭和５３年、西校舎のほ

うが平成２２年、屋体、体育館のほうですけ

れども、平成２１年。

僻地のほういきますけれども、大誉地小学

校のほうが校舎のほうは昭和４８年、屋体の

ほうが昭和４９年。芽登小学校でございます

けれども、校舎のほうは昭和４５年、屋体の

ほうは昭和５８年。螺湾小学校につきまして

は、校舎のほうが昭和４５年、屋体のほうは

昭和４６年と。

足寄中学校につきましては、先ほど議員さ

んが仰せのとおり、校舎は新しくなりました

ので平成２４年、屋体のほうも平成２３年と

いうことになります。

そして、大規模改修のほうも順次進めてき

ておりますけれども、足寄小学校のほうは平

成２９年、螺湾小学校のほうが平成２８年、

芽登小学校は令和元年と、小学校では最後残

りましたけれども、大誉地小学校については

新年度、令和３年度のほうで予算計上をさせ

ていただくという予定になっております。

耐震改修につきましては、全てが平成２１

年で終了しているということでございます。

以上です。

○議長（吉田敏男君） １０番。

○１０番（二川 靖君） 改修工事はそれぞ

れ行ってきているのかなというふうに思って

いますけれども、これ耐震工事を含めた補修

工事というのですか、改修工事というのです

か、やられているのかなというふうに思って

いますけれども、いずれにしても足寄のまち

の小学校も昭和５３年ということでかなり古

くなってきていると。例えば大誉地だとか芽

登だとか螺湾については、もう昭和４５年

代、４５年と４８年と言われておりましたの

で、そこら辺もやっぱり最終的には児童の数

によってはやっぱり建て替えをするのか、ど

うするのかと考えたときに、本当に子供たち

通うのは大変かもしれませんけれども、やっ

ぱりそういったことで統合でないですね、小

中一貫にしたほうが逆にやりやすいのかなと

いう発想なのですよね。本当に今、先ほども

言ったようにデメリットのほうが多いですけ

れども、これは全国的にこういった学校がで

きて、ではそのデメリットを解消していくと

いうことでいろいろやっていく中で、多分デ

メリットのほうは少なくなっていくのかな

と。いわゆる教育の中の精神的なものだとか

いろいろ発達性の面的なものはなかなか、こ

れを読んでいたら解消できないのかなという

ふうに思っていますけれども、やっぱり将来

的に向かってはやっぱりそういったことも町

のビジョンとしてどうしていくのかというこ

とも考えていかなければいけないのかなとい

うふうに思っています。

それで、先ほどの一般質問の中でも、田利

議員がされたように、未就学児童、６歳以下

がまだ３００人いるというさっき報告もあり

ましたので、例えば今３００人を単純に割っ

たら５０人ずつぐらい小学校に上がってくる

のかなと単純に考えたらですね。先ほど

ちょっと聞いてそういうことも考えていたの

ですけれども、それにしても、いずれにして

も、２０年、３０年先本当にどんなになって

いくのか、そういった心配もありますので、

これは検討というよりそういったこともある

ということで、この先どうするのかなと。さ

らには、では小中一貫でなくて、中高一貫と

いうことも考えさせられていくのかなという

ことで考えてますので、そこら辺について

ちょっと町長の考え方というか、施策として

の考え方があればちょっとお聞かせ願いたい

というふうに思います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） 小中一貫校というの

はあまり私もきちんと考えているわけではご

ざいません。ただ、小学校、今足寄小学校を

含めて全部で４校ございますけれども、足寄

小学校は一応市街地にあるので一定の子供さ

んたちがいらっしゃるのですけれども、ほか

の学校でいきますとなかなか子供さんたちが
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少なくなってきて、学習をみんなですると

いった部分の環境としてはどうなのかなとい

うのはちょっとございます。

ただ、やはりみんなが一緒に足寄小学校に

だとかということになると、やっぱり通学の

時間だとか、本当に小学１年生からバスに

乗って１時間近くもバスに揺られて学校に来

て、帰りもまた１時間ぐらいかけて帰るだと

いうことを考えますと、やはりなかなか統廃

合だとかそういった部分というのはやっぱり

難しいのだろうなというように思っていま

す。

ですから、そういった意味で、今それぞれ

の学校大規模改修、議会の皆さんにも御理解

いただいて多額のお金をかけながら大規模改

修させていただいておりますけれども、一応

令和３年度大誉地で一応大規模改修、一定程

度終わるのかなと思っておりますけれども、

この後学校を、小学校を１０年、１５年まだ

使える、そういった施設にしたいなというこ

とも含めて考えながら、古い校舎ではありま

すけれども大規模改修をしてきたということ

で、古い校舎を少しでも改修をしながら、そ

れから維持管理をきちんとしながら、長い間

寿命を長寿命化というか、させながら使って

いきたいなと考えているところであります。

それはやはり子供さんたちが少なくなって

きて、集団でみんなで学習するだとか遊ぶだ

とか、部活みたいなことをやったりだとか、

そういった部分ではかなり厳しくなる可能性

もありますけれども、しかしながらやっぱり

なるべく通学時間そんなにかけないで、それ

ぞれの学校に来ていただいて勉強していただ

くということが必要なのかなというように、

それがどれぐらいまでできるのかどうなのか

というのはちょっと分かりませんけれども、

まだそれにしてもいずにしてもまだ１０年、

１５年、今の校舎をきちんと使いながらやっ

ていきたいなというように考えているところ

であります。

そういったことで、一貫校ということで教

育長のほうからもお話ございましたけれど

も、やはり建て替えの時期だとかそういった

ものを見ながら、そういったものも必要なの

かなということにはなるのかもしれませんけ

れども、今段階ではそういうところには至っ

ていないかなと。どちらかいえば、そうなる

と統廃合の話になってしまうのかもしれない

のですけれども、それについてもこれまた教

育委員会のほうで考えなければならない部分

なのかもしれませんが、今段階ではそういこ

とではないのかなというように思っていま

す。

最近新規就農者の方たちが少しずつ増えて

きて、地域的な格差もありますけれども、芽

登などは子供さんたちが増えてきている。そ

れから農家の後継者の方が帰ってきたりだと

か、そういったこともあって子供さんがまた

増えるだとかということも多少やっぱりあり

ますので、そういった部分では今後も今の体

制を当面は引き続きやっていくという、そう

いう形になるのかなと考えているところであ

ります。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） １０番。

○１０番（二川 靖君） 言っていることは

本当に初めから理解しているのですね。それ

で、私が言いたいのは統廃合だとかそういう

ことは全く考えてないのです。統廃合をする

ような現実ではないなというふうに思ってい

ますし、この間も勝毎ですか、学校の統廃

合、いわゆる相次ぐ閉校という新聞記事も

載っていまして、足寄も２００１年に中学校

が統廃合されてきているということも知って

おりますし、昔はもう本当に田舎の隅々まで

小学校があったり、中学校があったり、かな

りの町内でも学校が廃校になって潰れてきて

いるということも自分自身承知しています

し、本当にここからもう５０キロ離れた雌阿

寒の麓に小学校があっただとか、そういうこ

とも聞いていますので、統廃合を求めるので

はなくて、将来的に児童が減ったときにどう

していくのかということを今から考えていっ

たほうがいいかなと。たまたま今回臨時議会
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の中でも足寄高校の塾の支援だとかいろいろ

出てきましたし、今回町長の行政報告並びに

教育長の教育行政報告ですか、の中でもそう

いった様々な支援について触れられていて、

いや、いいな、いいけれどもここからはやっ

ぱり教育について、また考えていかなければ

いけないなということでちょっと感じました

ので、今回一般質問させていただいたという

ことでありまして、今後は先生方も今頑張っ

ているという状況もありますし、さらに先ほ

ども言ったように、教育については難しい部

分がいろいろ出てくるのかなというふうに

思っていますし、この働き方改革の中で先生

たちもなかなか部活動に関われなかったり、

小学校等々でも少年団ですか、に関われなく

なっていたり、いろいろやっぱり厳しい状況

があるというふうに考えてますし、そこに全

部が全部関わっていったら本当に先生体幾つ

あっても足りないというのも承知しています

し、そういうところでやっぱり町としてでき

ること何かないのかなと。そして将来的に今

からビジョンをつくっていく中で、ぶち当

たったときに、ではどうしていくのかという

ふうに考えていただきたいということがあり

ましたので、今回一般質問をさせていただい

たということでは、教育長にはちょっと踏み

込んだ答弁をさせてしまったのかなというふ

うに思っていますけれども、いずれにしても

足寄の将来のために町としても頑張っていっ

ていただきたいということを申し上げて、私

の一般質問を終わりたいなというふうに思っ

ています。

○議長（吉田敏男君） よろしいですね。

これにて、１０番二川 靖君の一般質問を

終わります。

ここで暫時休憩をいたします。

２時４０分まで休憩といたします。

休憩中に議会運営委員会の開催をお願いを

いたします。

午後 ２時２２分 休憩

午後 ２時４０分 再開

○議長（吉田敏男君） 休憩を閉じ、会議を

再開をいたします。

◎ 散会の議決

○議長（吉田敏男君） お諮りをいたしま

す。

本日は、これで散会したいと思います。

これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 異議なしと認めま

す。

よって、本日はこれで散会することに決定

をいたしました。

◎ 散会宣告

○議長（吉田敏男君） 本日は、これで散会

をいたします。

次回の会議は、３月１７日午前１０時より

開会をいたします。

大変御苦労さまでございます。

午後 ２時４０分 散会
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